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証を得る方法

第二副管長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

ヒー バ ー ・J・ グ ラ ン ト

大 管 長 の 証 を 聞 い た と き は、
、

本 当 に胸 が高鳴 るの を覚 え

た。「私 は 自分 が生 きてい る

と同 じように 」
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証 にはいろいろな騨 が捌 ・その対象 となるものも様
々であ る。私 が ここでお話 したいの は、 「イエ ス ・キ

リス トの福音 の中に明 らかに され てい る真理 への不 変の生

きた確 信」 とい う意味 での証 につ いて であ る。 そのひ とつ

は、神が感情 、感覚 、噛肉体 を持 ちた も う神 、す なわち予言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの 言葉 をか りれば 「高 め られ た人間」

であ り、 また私 た ちの天 父で ある とい う真理 に対す る揺 る

ぎない確信 であ る。 も うひ とつ は、 イエ ス ・キ リス トを中

心 とす る神 の救 いの計画 に対す る信 仰 であ る。

さらに もうひ とつ この証 に必要 なのは 、 ジ ョセ ブ ・ス ミ

スの見神に対す る信仰 であ る。 ジ ョセ ブ ・ス ミスは永遠 の

父な る神 と御子 イエ ス ・キ リス トに まみ え、御二方 が彼 の

前に立 って、一彼に話 しか け られ たので ある。

さらに 、モルモ ン経が予 言者 ジョセ ブ ・ス ミスの語 った

ような方法 でこの世 に現 わ され た こ とを事 実 として受け 入

れ るこ とであ る。す なわちモ ロナ イが 彼に与 えた金版に は

古代の記録が刻 まれ てお り、予 言者が神 の賜 と能 力に よっ

て翻訳 を した とい うこ とで ある。 また、予 言者 ジ ョセ ブ ・

ス ミスが天 の使 いたちの訪 れ に よって 、 日の光栄 の王国 に

昇栄す るに必要 な原 則 と儀 式 と神権 の権能 を受 けた とい う

こ とに対 して確 信 を抱 かなけれ ばな らない。す なわ ち末 日

聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会が 、 こう した原則'と儀 式 と神権

の権能 を有 した教会 だ とい うこ とで ある。

生ける予言者 に対する証

このような証 を持つ人は、神の王国の鍵が予言者ジョセ

ブ ・スミスか ら現在のスペンサー ・W・ キンボール大管長

に至るまで、すべてこの教会 を管理する人によって保持 さ

れてきたという真理 を受け入れるのである。こうした証の

中で最 も重要であり、かつ最 も得るのがむずか しいものは、

現在の予言者がこの時満ちたる神権時代の最初の予言者 ジ

ョセブ ・ス ミスと同じように予言者であるという証であろ

う。古代の予言者を受け入れるのはたやすいごとであるが

現在の予言者は、という人がいる。、イエスの時代 もそうで
"あ った。主が律法学者やパ リサ イ人を偽善者 と責められた

ことは、皆 さんも覚えてお られるだろう。死んだ予言者の

墓を建て、生ける予言者を殺 したか らである。(マ タイ23

：29-34参 照)

生ける予言者を信 じるように主張 して、予言者ジョセブ

・ス ミスの 「予言者は、予言者 として行動 しているときだ

け予言者である」(丁舵H漉07ッ げ 言んeC肱 ゲcん「教会歴史」

5：265)と いう言葉に混乱 している人がいる。最近、ひと

りの若い女性が私に意見を求めにやって来た。彼女は、ど

うすれば予言者が予言者 として語っていることがわか るか

を知 りたかったのである。それか ら数 日たって、困惑 した

510

若 い 男性 が ひ ど り訪 ねて来 たが、 この若者 は、神権 を受 け

る資格 につ いて述べ た最 近 の大 管長会 の再声 明に疑 問 を抱、

いていた。

私 が彼 らに何 を言 ったか は ここで改めて 言 うまで もな い。

先 に述べ たよ うな証 を持 ってい る人は、決 して その ような

質問 に惑わ され ない とだけ言 って おこ う。 その よ うな人は 、

聖 霊 の導 きの ままに語 られ 、行 なわれ るすべ ての こ とに よ

って 「事 の真偽 の証 明」が得 られ るこ とを信 じてい るの で

ある。(こ れは私 の言葉 ではな く、ブ リガム ・ヤ ン グ兄弟

の語 った言葉 で あるが)、 もう一度繰 り返 して 申 し上げ た

い。聖 霊の導 きの ま まに語 られ 、行 なわれ るすべ ての こ と

に よって 「事 の真偽 の証明」 が得 られ る、 と。(Jo螂湖(ゾ

伍sco駕 γ8ε5「説教 集」9：149参 照)

何 か疑問が 生 じる と、福音 に対 して揺 る ぎない証 を持つ

人は、教義 と聖 約第9章 の指示 に造 作 な く従 い、 自分 で解

決す る。主 はオ リバ ー ・カウ ドリに次の よ うに 言われ た。

「され ど見 よ
、われ汝 に告 ぐ、汝心 の 中に よく思い計 り、

その後願 う こ と も し正 しか らば汝願 わ ざるべか らず。 願

っこ と正 しか らば 、その時 われ 汝の心 を内に燃や さん。 こ

れ に よ りて汝に その正 しきを感ぜ しむ。

され ど もし願 うところ正 しか らずば 、か か る感な くして

汝 の心 は次 第に鈍 くな り、，そはつ いに悪 の悪 たる を忘 れ し

む るに至 らんd(教 義 と聖約9・ ：8、・9)

主 の 導 きを受 けるにふ さわ し く十分 に謙遜 であれば 、あ

なた方は この方法 に よってすべ ての事 柄 を判断す るこ とが

で きる。主 の思 い と一致 して いれば、 あなた方 の答 えが正

しいか否か を主 に尋 ね るこ とが で きるの であ る。そ して正

しければ 、主 は オ リバー ・カウ ドリに約束 され た ようにあ

なたの心 を内に燃や して下 さるであ ろ う。 それ に よってあ

なた方は 自分 の答 えが正 しい こ とを知 るので あ る。

確 か な証 は 、人が持て るもの の中で最 も貴重 な もの であ

る。それ は人に知 識 と希望 を与 え、福音 の律法 と儀試 に従

えば約束 され た恵み をすべ て受 け るこ とが でき るとい う確

信 を与 えて くれ るので あ る。

私 は 人が証 を述べ るの を聞 くたびに常 に感動 を覚 えるが 、

ヒーバー ・J・ グラン ト大管長 の証 を聞 い た ときは 、本当

に胸が高 鳴 るの を覚 えた。 グラン ト大管長 は大 会 を終 え る

とき、 いつ もこ う言 った。 「私 は 自分が生 きてい る と同 じ

よ うに神が 生 きてお られ 、 イエ スが キ リス トであ り、生け

る神の御子 で あ り、世 の瞭 い主 であ るこ と、また ジ ョセ ブ

・ス ミスが真 の生 け る神 の予 言者であ った こ と、 さ らに、

いわゆ るモル モニ ズムが まさ し く生命 と救 いの計画 であ る

こ とを知 って いるd(Coが ε7eηcεRepo7置 「大会報告 」`1934

年10月 、p.132)

私 は グラン ト大管長 の この証 を聞 くたび に、強 い確 信 を



得 た。

人 の学 問 に よって で はな く

証 は この世 的 な学 問 を通 して得 られ る ものでは ない。 ま

た哲学 的 な研 究や証 を持 たない人 の言葉の研 究か ら得 られ

る もので もない。み た まの導 きを受 けずに今 述べ た ような

多 くの真理 を説明 しよう として も、行 きつ くところは以下

に述べ るよ うな もの であ る。

神 の本性 につ いて彼 らは こ う言 ってい る。 「永遠 に して

生 け る真実 の神 は ただひ とりであ る。 この御方 は 肉体 もな

けれ ば感情 もな い。無 限の力 、、知 恵、善 を持つ御 方 であ り、

見 え る見 えないにか かわ らず万 物 を創 造 され た方 で、 この

神格 の 中には、形 、力、永遠 をひ とつ にす る三体 、す なわ

ち天 父 、御子 、聖霊 があ るd(「 英 国国教39箇 条」 よ り)

こ れ と、予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの言葉 とを比較 してみ

よ う。 「御 父は、 人間の有す る肉体 と同 じく触知 し得 る骨

肉の体 を有 した も う。御 子 もまた然 り。 され ど、聖霊 は骨

肉の体 を もちた まわず して霊 の御 方 な りd(教 義 と聖 約130

：22)

で は 、み た まの導 きを受け ずに聖典 を改訂 しよ うとす る

人々 の行 きつ くところが何か につ いて、それ を示す例 をこ

こにあげて み よう。 イザヤ はキ リス トの降臨 を予 言 して こ

う言 って いる。 「見 よ、お とめ が身 ご もって男の子 を生 む。

その名 は インマ ヌエ ル と となえ られ るd(イ ザ ヤ7：14)

イザ ヤ が 「お とめ」 とい う言葉 を使 ったの は、 まだ 男性 を

知 らない女性 が子供 を生む とい う意味 であ った。 ところが

現代 の翻訳者 は、 「見 よ、若 い女が 身 ごもって男の子 を生

む。 その名.はイ ンマ ヌエル ととな え られ る」 ど訳 してい る。

(イ ザ ヤ7：14、 ・Ho勿 疏 わ偽R飢sedS如 漁 帽yeγs'伽

1952年 版)づ ま りこの英語 の聖 書 では、，痂g珈 が ッo槻8

ωo?παη となってい るの であ る。

これか らわか るよ うに 、彼 らは キ リス トを神 と して信 じ

ないため 、 「お とめ」 で も 「若 い女」 で も大差 は ない と思

ってい る。

証 は聖霊 の力 を通 して私 たちに もた らされ る。証 を持 つ

人は、すべ て聖 霊の霊 感に よって それ を受 けて いるのであ

る。予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが言 った よ うに、聖霊 は神 会

を構 成す る霊 の御方 であ り、イエ ス をキ リス'トと して信 じ

る 人 々 に証 を立 て る とい う使 命 を持 ってい る。パ ウロは

「聖霊 に よらなければ
、だ れ も 『イ エ ス は 主 で あ る』 と

言 う こ とが で きな い」 と言 っ てい る。(1コ リン ト12：

3、Teαcん'ηgsq々 んεP70擁e言Jose擁S㎜ 痂 「予言者 ジ ョ

セ ブ ・ス ミスの教 え」p.223参 照)

聖霊か らの証

ここで何 人か の方 に イエ スが キリストであ ることを知 って

い るか と尋 ね た ら、 多 くの人が 「は い」と答 え るで あろ う。

なぜ だろ うか。 それ は聖霊 が皆 さんに証 を したか らである。

この知 識は 、その人 に突 然お とず れ るこ とが あ る。 そ して、

いつ その よ うなお とず れ を受 け たか とい うこ とは 自覚 で き

るものであ る。

ここでひ とりの少女 の経 験 をお話 しよ う。私 の妻 のご と

で ある。彼女が ステー キ部 日曜学校 管理会 の一 貝だ った頃

の こ とであ る。 彼女に は準備 会 で教 師に教 え る責 任が あ り、

その ときの レ ッス ンは 、予 言者が神 と御子 に まみ えたこ と

に関す る もの であ った。 その クラズには末 日聖徒 ではない

ア イダホ大学 の卒 業生が よ く顔 を出 して いた。 もちろん福

音 を信 じては いなか った。彼女の心 に、 この教養 ある洗練

され た卒 業生 は、予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスに天父 と御子が

現 われ た とい う話 な ど受 け入れ ないのでは 、 とい う気持 が

起 きた。そ う考 え るとひ ど く不安 にな って きた。 自分 で も

真 実 なのか ど うか わか らないの である。彼女 は心 を悩 ませ 、

母 親 に泣 きなが らこう言 った。「お母 さん 、私 レッスンで き

ない わ。 ジ ョセ ブ ・ス ミスが本 当に示 現 を受 けたか どうか

わか らないの。 あの 人は笑 って私 を軽べつす るに ちが いな

いわd

彼 女 の母 親 は別 に学識 があ るわ けでは なか ったが 、証 は

持 って いた。彼女 は娘 に言った。 「予 言者が どの よ うに し

て示現 を受 け たか知 っているで し ょうd

「ええ」 娘は 答 えた
。 「知 恵 を受 け られ る ように祈 った

わd.へ

「じゃ
、その ように した らd母 親は そ う言 った。

・娘 は 自分 の部屋 に行 って試 して みた。 イ ノスの よ うに一

心不 乱 に神 に祈 ったの であ る。 そ うして彼女 は確 信 に満 ち

た レッスン を行 ない、普段 の能力以上 の力 を発揮 できたの

であ った。 ど うしてその よ うに で きたの であ ろうか。 それ

は、聖霊 が降 って彼女の疑 問に答 えて くれ たか らである。

彼女 は心 の内に燃 え る もの を感 じた。 ジ ョセブ ・ス ミスが

示現 を受 けた こ とをは っ きり知 ったので ある。予言者が 見

た もの と同 じ もの を見 たわけでは なか ったが 、同 じ知識 を

得 た。彼女 は ジ ョセ ブ ・ス ミスの 言葉 か ら、 彼が見 た もの

を知 り、ジ ョセ ブの言葉が 真実 であ る とい う証 を聖霊 を通

して受 けたの であ る。

証 によって生 じる変 化

時々 、証 は長 い間かか って与 え られ るこ とがあ る。私 は

自分 自身の経験 では 、証 が突然 もた らされ た とい う記憶が

ない。 また証が全 くなか った とい うこ ともない。私 の証 は

日々強 め られ て きて いるので ある。証 は 、突然 もた らされ

て も、段 階 を踏 んで もた らされ て も、 その人に何か を生 じ
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させ る。証 を受 ける と、受 け る前 とは異 なった 人物 とな る

の であ る。善 良 な人簡 、偉大 な人間は異 なって いる。ペ テ

ロはそ うで あった。 イエ スが十字架 におか か りに な ると言

われた とき、ペ テロは共 に死 に ます と言 った。 それに答 え

て、イエ スはペ テ ロに言 われ た。 「に わ と りが二度 鳴 く前

に、……三度 わた しを知 らな い と言 うだ ろ一うd(マ ル コ14

：30)

キ リス トが 引 き連れ て行 かれ る とき、ペ テ ロ も後 か ら離

れてついて行 き、 キ リス トが告発 され る ところまで行 った。

聖書 には その様子 が こ う記 され てい る。 「あ る女 中が 、彼

…… を見 、彼 を見つめ て、 『この人 もイエス と一緒 に いま

した』 と言 った。

ペ テ ロは それ を打 ち消 して 、 『わ た しはその 人 を知 らな

い』 と言 った。

しば ら くして、ほか の人がペ テ ロを見て言 った、 『あな

た もあの仲 間のひ とりだ』。 す る とペ テ ロは言 った、 『い

や 、 それ はちが う』。

約一時 間たってか ら、 またほかの者が 言い張 った、 『た

しかに この人 もイエ ス と一 緒 だった。 この人 もガ リラヤ 人

なのだか ら』。

ペ テ ロは言った 、 『あな たの言 って い るこ とは、わ た し

にわか らない』。 す る と、彼が まだ言 い終 らぬ うちに 、た

ちまち、鶏 が鳴 いた。

主は振 りむいてペ テ ロを見つ め られ た。その ときペ テロ

は、 『き ょう、鶏が鳴 く前 に、三 度 わた しを知 らな い と言

うで あろ う』 と言 われた主 のお言葉 を思 い出 した。

そして外へ 出て 、激 し く泣 いた司(ル カ22：56-62)

しか しペ テ ロは後 に どうなった であろ うか。ペ ンテ コス

テの 日、聖霊 がペ テロ をは じめ使徒 たちに降 り注 ぎ、彼 ら

は証 を得 た。そ してペ テ ロ とヨハ ネは神 殿に行 き、足 なえ

をいや した。 イエ スのみ名 によ り神権 の力 を行使 したため、

神は願 い を聞 き届け られて 、その男 をいや され た。 人々は

彼の まわ りに集 ま り、奇跡 に驚 き怪 しんだ。ユ ダヤの指導

者 たちは 自分 の部下 を取 られて しま うの を恐れ 、彼 らを監

禁 し、キ リス トのみ名 に よって教 えてはな らない と命 じた。

これ らの統 治者 は、キ リス トを十字架 にかけ て殺 したよ う

に 、このふた りも殺す こ とが で きた。 しか し、ペ テ ロは今

まで のペ テロで はなか った。統 治者 たちがペ テロ とヨハ ネ

にそ う命 じた とき、ペ テ ロは次の よ うに答 えたので ある。

「神 に聞 き従 うよ りも
、あ なたが たに聞 き従 う方 が 、神 の

前 に正 しいか ど うか 、判断 して もらいたい。 わた したち と

しては、 自分の見 た こと聞 いた こ とを、語 らないわけ には

いか ないd(使 徒4：19、20)

ペ テ ロには証が あったの であ る。

アルマ とパ ウロの経験 も、証 が 人を変 える良 い例 である。
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神 の前 に立 ち、肉体 を得

て いた ときの行 ないを裁 か

れ る ときに、人 はこの こと

を知 るであろ う。 しか し私

は今 その知識 を得てい る。

私 の父は 、証 を持 った入 と持 つ前の 人 とは、 ちょ うど生 き

て成長 しつつ あ る木 と、枯 れて しまった木 の切 株 にた とえ

られ るといつ も私 に話 して くれた。私 は確か にそ うであ る

と思 う。

証 は どの ように して得 るのだ ろ うか 。私 は イエ スが、 こ

れ に対 して最 も素晴 らしい答 えを与 えて下 さ って いる と思

う。仮 庵の祭 の とき、 イエ スは神殿 の中 で教 え を説 いてお

られた。 イエス を殺 そ うと計 って いたユ ダヤ人 たちは イエ

スの教 えに驚嘆 し、 「この人は学問 をしたこ ともないの に、

どうして律法 の知識 をもってい るのだ ろ う」 と言 った。 イ

エ スは こ う答 え られた。 「わ た しの教 は わ た し 自身 の教

ではな く、わた しをつか わ され た方 の教 であ る。神 のみ こ

ころ を行 お うと思 う者 であれば、 だれで も、わ た しの語 っ

てい るこの教 が神か らの ものか 、それ と も、わ た し自身か

ら出た ものか、 わか るであろ うd(ヨ ハ ネ7：15-17)

こ の 声明 は 「愚か な る者」 の 「迷 い入 る」 こ との ない道 を

はっ き りと示 してい る。(イ ザヤ35：8)

証 を得る方法

証 を得るための第一の方法は、明らかに天父のみこころ

を知 ることである。 これは主のみ言葉 を学び、学んだ言葉

に従 うことによって得 られる。聖典 を研究 しなさい。予言

者の教 えを研究 しなさい。モルモン経、教義 と聖約、高価

なる真珠、聖書を研究しなさい。近代の予言者の教えと予

言者 ジョセブ ・ス ミスの生涯 を読みなさい。神のみこころ

を知 り、従いなさい。

証に近道はない。道はただひ とつ、ふたつ とはないので

ある。その確実な道 を、主は次のように教えてお られる。

「オ リヴァ ・カウ ドリよ。誠にまことにわれ汝に告 ぐ。`…

…汝ある知識を受 くべ しと信 じて信仰 をもて真心より求む

る如何なる事の知識 をも、これを得んことは汝の神にして



野 専i鐘

縫 聾4"/漁

冨繍 〆 農
ウ ノき

、 海 、削宅〆

・ノ蜘 野糧 響
ず 貌 鶉 騎

撫
勧 簗 ∴

髭ジ誉
i㌘ ・i

・

4
鰍嫌

!勘 鰍 ＼

耀講
獲
譲
華 灘

顯 、懲

鞭.
野

1ご

彰

彰
菱

欝

醗

》

灘

礁 毒
釦 潮

雛麟鑛

ぞ馨 凝

ら ヱ 　 ぷ へ

、塚 誉卜潭
ま やまひ をザ ホ をゾ ノぬ

ノ

臨 一{遷 甑

詐濃 嘆
ヒ へぐぎ ミ躍
・u・ い

擁

饗.
毛 革

夢 甥

タ や ヤ

》、凝

耀1.

，誌繋ヅ

鍵ll無轟
・ 謎 母 灘 鑓 澱
シ を

鑛 、

ド 　

雛 鷺鑛 鑛1譲 灘ド
疑欝 箋.

雛難鵬
ぬを ざさ お

灘罷灘

蕪綴

鐵鍮

齢幽

麟1セ ね

、再 黙 茎
。隷灘d

鰯螺
乳`選

`、 鎌琢綴

・ 彰 ・く

饗 辮
毒

繍
塞

繋ζ 繋/

醗

撚
艦{

}{

ら

1霧

騨

憂：こ縫1

纏

鱗
4ン ◇1鯉

}
}

響.

霧雛i

鰯 癬{
：嚢 ガ幟 ぺ＼
ご ウ や げ ノヰノ サ

ジ灘鍵簸

騨鰐
謬㌶墜∴1∴感
ll鰭藩歓

。
，華外・擬 華琴

瘤織履

灘

ノ麟緯繕擁

雛獅 幾〆零

齢 〆
1熱翻輪

導

箋豪

奏

琴
難

糞卜

i、…

　

§

ξ

濠.・1騰
1

瓠 慈蹴

1轟
{

轡

汝の贈い主なる主の今生 きて在るが如 く正に確 なり。

然 り、見よ、われ今汝に来 りて汝の心の中に留るべ き聖

霊によりて汝の智 と情に告げんとす。 ・

そもそも、見よ、これは啓示の 『みたま』な りd(教 義

と聖約8：1-3)

自分が学んだ福音に関する事柄について確信 を得たいと

心か ら望む人は、すべて、主がオ リバーに言われたように、

聖霊によってその 「智と情」に告 げられる。そして主が言

われたように、この証は 「心の中に留る」のである。さら

に以下の事柄 を行なえば、証は永遠のもの となる。すなわ

ち、罪を悔い改め、バプテスマ を受け、按手礼により聖霊

の賜 を受け、この世での生活が終 りを告げるまで、福音の

原則に従 うことである。

私はこれまで述べてきたことがすべて真実であることを

心か ら証 申し上げる。私は神が生 きたまい、イエス ・キ リ

ス トが生きておられることを知っている。神の前に立ち、

肉体 を得ていたときの行ないを裁かれるときに、人はこの

ことを知 るであろう。 しかし私は今その知識を得ている。

この真理 を私に証するのは聖霊である。神は祈 りを聞いて

下さる。私にはそれについての経験が数多 くある。私は主

から直接の啓示 を受けた。私には 自分の力では解決できな

い問題があった。なかなか解決のめ どがたたず、それを解

決せずには一歩 も前に進めない という状況におかれたこと

もあった。しか し祈 りと断食を通 して、私は解決策が心に

はっきりした形で啓示されるのを経験 して きた。私は主の

み声を聞いた。私は主のみ言葉 を知 っている。

兄弟姉妹の皆さん。あなた方すべてが神の祝福 を受けて、

この福音の真理に対 して証す る偉大な賜を得 られるように。

予言者ジョセブ ・ス ミスは、人は無知にしては救われない

と言った。(教 義 と聖約131：6参 照)予 言者の言 う無知

とは、外国語 を知 らないか ら救われない とか、ある科学の

分野に無知だから救われないとかいうことではない。私は、

学ぶ とい うことには全 く異論はない。学問は善いものであ

る。できるだけ学問を修めていただ きたい。それぞれ特別

な分野に、さらに知識を深め られる分野に進んでいただき

たい。すべては大切である。↓ ヵ・しなヵエら、これらのどれ
へ い　 ノ

をとってみ ても、予言者が人、は無知にして救われず と言っ
　 い　 ヘ ババリヘロへ 　 　 　 ね　 ド

竺 の知識 を。与ん(蜘 るものは難 ある。

救わ るための ロ識は、イエス ・キ リス トの福音が、そ

の教える原則をも含めてすべて真実であるとの証に伴 て一 隔。
もたらされるものであり、得 れるのである。私は皆さん～ 一 ・
がそれを得ておられることを知っている。神の祝福があっ

て、あなた方すべ てが証 を得、人生の終 りまで変わらず忠

実であられるように。なぜなら、その ような人にこそすべ

ての約束が与えられているか らである。
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教会員でない夫を持つ

姉妹たちへ

キ ャ ロ ル ・オ ズ ボ ー ン ・ コ ー ル

愛する姉妹

私 にはあなたの立場がわか
ります。私 も長い間あな

たのお仲間で、心の中で助け

を願 ったあの気持は、あなた

と同 じだ と思 っか らです。私幽 も数々の集会に出ながら、も

しや夫を改宗 させ る手がか りがこの話にないか、この考え

にないか、この啓示にないか と、願いをこめて耳 を傾けて

きました。その手がか りがそばにあったことに気づかなか

ったのです。でも今は、その手がか りを鍵に扉をあけ、夫

は扉 をくぐりました。それでも私には、まだその鍵 を捜し

ている姉妹たちのことが忘れられません。あなたがその鍵

を見つけられるようにお手伝 いをしたいと、心か ら思 って

います。

私たちのワー ド部でもそうですが、教会貝以外の人と結

婚 している姉妹は大勢います。そこにまず第一の とても重

要な現実があります。夫は教会員にならないかもしれない

ということをしっか り認識して下 さい。統計 を見れば、教

会に入らない人の方が多いのです。忘れてはならないのは、

その選択が自分にかかっていることです。教会員にならな

いと言って夫を責めれば、夫は私たちに失望 を感 じるでし

ょう。夫への不満はた とえ口に出さな くて も感 じでわか り、

私たちの苦労がだいな しにな ります。私たちは夫のありの

ままを愛するのであって、こうなれば愛するとい うような

条件つ きのものではあ りません。夫 を教会に連れて行 くこ

とに夢中になって、家庭を管理 してもらう幸せ をすっかり

忘れてしまうことがなきにしもあらずです。1971年 の扶助

協会大会で、十二使徒のボイ ド・K・ パッカー長老がこう

おっしゃいました。 「男性の自我 、男性の本質に触れるこ

のような微妙な感情がある。あまりにもしつこ く夫を教会

に誘いす ぎて、教会 とい う場でも夫に指導 してもらうよう

にすることを忘れてしまう女性が少な くないということを、

私は率直に申し上げなければならないd(「 聖徒の道」

1972年7月 号 、p.300)＼

この大会でのパ ッカー長老の忠告 は、15年 間の教会生活

の間に読んだ ものの内で、私のような者の立場に対する一
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番の力 とな り慰め とな った言葉です。まだ読んだことがな

ければ、どうぞ図書館から借 りて、できれ ばコピー をして

何度 も読んで下さい。

もうひ とつの自覚は、ほぼ偶然に得 られたものです。ユ
ースコンファレンスのときのことでした

。私はYWMIA

の会長兼付添い人として、これもユースコンファレンスの

経験のひ とつ というほとん ど眠られない二晩 を過ごし、 く

たびれ果てて帰宅 しました。土曜の午後に帰ったのですが、

家には仕事がた くさんたまっていたため、 日曜の朝になっ

て も疲れが抜けず、つい寝過 ごして しまいました。早朝に

開かれる母 と娘の会に責任があって、それにどうにか間に

合 う時刻 でしたが、夫のジムと子供たちの朝食は作る余裕

がありませ んでした。私が家 を出るとき彼は怒っていまし

た。そして、帰 った ときもまだ怒っていました。けわしい

言葉のや りとりがあって、予定 していたあと3つ の集会へ

の出席は不可能に思われました。私は集会に出 られないこ

とと、ジムに言われたわけではないのですが、教会の全部

の活動 をお断わ りするつ もりであることを監督に話そうと

決意 しました。

私は泣 きながら日曜学校 に行って、監督 を捜 しました。

監督は私 を一 目見るなり、問題があることを知 りました。

私はわけを話そうとしたのですが、驚いたことに、監督は

そのことがわかっていた様子でした。後でわかったことで

すが、彼は前の晩に、私が解任 を頼みに くる夢 を見たそう

です。監督は私 を監督宅に呼んでこのように祝福 して下 さ

いました。 「コール姉妹、あなたがなすべ きことをすべて

なしたら、御主人は きっとバプテスマを受けます。約束 し

ますd'私 はその言葉に慰められましたが、それでもジム

はどっか しらと心配 しながち帰宅 しました。私はまず妻 と

して、次にYWMIAの 会長 として自分の悪かったことを

あやまってから仲直 りをし、ジムの許可をもらってその 日

に予定 していたことを無事すませ ました。

その祝福について考えたとき、大切 なのは、監督が 「帰

ってか らジムにこうしてほ しいと言いなさい」 とか 「ジム

にこうしなければだめだと言いなさい」 とは言われなかっ

た点だ と悟 りました。監督がおっしゃったことは、私がす

べ きだ ということでした。福音に従 うこと、万事それに尽

きるのです。、

その祝福でもうひとつ思い出 したのは、前にあ る姉妹が

話 して下 さったことで した。彼女は、御主人が もし教会に

入らなかった としても、それは 自分が福音 を守 ちなかった

せいではないか とおっしゃっていました。彼女は御主人が

バプテスマ を受けるのを14年 間も待っていました。当時ま

だ結婚生活2年 目だった私は、その長さに内心恐れたもの

でした。で も結局私 も彼女 と同じ位待って、ジムがバプテ

スマを受けたのは結婚後13年 半のときでした。

振 り返ってみると、私はいろいろな助けを受けたと思い

ます。子供たちや友人や、それにもちろん、ふさわしい と

きには聖霊か ら助けをいただきました。私にはジムの進歩

がはっきりわか りました。ジムは自分が考えていることや、



行なっていることを決 して口に出して言わない人ですが、

私にはジムの進歩の理由がわかるのです。そして、何か探

究するように とか、 自分で考えた り人に質問 したりするよ

うに とか、陰か らジムの役 に立つことを言 うように促され

る感 じが しました。世間ではそれを直感 と言 うのでしょう

が、それが何か、私たちはもっとよく知 っています。そう

でしょう?

ではこれまでに話した2点 をまとめて、そのほかのこと

もお話 したいと思います。

教会員でない人との結婚を選ぶときは、その責任がすべ

て自分に降りかかってくることを自覚 して下さい。そして

夫が 自分の望んでいる通 りの男性であるということを知 ら

せ、感 じて もらって下 さい。

自分の霊性を高めるように努力して下さい。 「規則に規

則を加え、誠命にいましめを加えれば」(教 義 と聖約98：

12)、 福音に対する理解や愛が増 し、霊性が高 まります。

そ うす ることによって家族全貝に影響が及びます。

自衛にやっきにならないで下さい。私 たちはだれでも疑

問を持つ ときがあると思います し、求道者(自 分ではそう

と認めない人も含めて)は 、自分が聞いた り読んだ り考え

た りしていた反モルモン的な考え方 を一通 り言ってみるの

が普通です。ジムの考 え方を知 るように努めて、賛成でき

るところでは賛成 し、できない ところでは穏やかに不賛成

の気持 を示す方が、討論 したり感情的になるよりもずっと

よい結果を得 ました。教会は真実です。真実は攻撃に屈 し

ません。

他の教会員とのいさかいを家庭に持ち込まないで下さい。

このことは特に新婚時代の人に言えることです。福音に対

する信仰や教会 という土台がないと、つまらない口論が人

の態度を硬化 させ ます。まして求道者はなおさらです。

子供の音楽の教師に讃美歌を教えるように頼んで下さい。

奇異に感 じられるかもしれませんが、これは私が思いついて

行なってみて、 とても役立ったことです。娘のロー リーは

ピアノを習っていましたが、弾け るようになってか ら、教

会の讃美歌 を練習曲に使って下さるよう先生にお願いしま

した。毎 日家中に讃美歌が響 いて、一般の讃美歌曲には悪

口を言 うので通っていたジムが、間 もな くひげをそるとき

や庭仕事の間によ く讃美歌 を口ず さむようになりました。

私は一大喜びしました。パ ッカー長老がお話の中で、 「夫が

教会に行 くことを面倒 くさいと感 じるとき、あなたは、彼に

家にいながら教会にいるように感 じさせることを行ないな

さい」(「聖徒の道」1972年7月 号、p.300)と 勧めていらっ

しゃうた通 りになったか らです。

教会の社交活動 をできるだけ利用して下さい。ジムが教

会でかた くならずにすんだひとつの方法は、ワー ド部の会

員 と親 しくなって、教会の集会に行ったときに気楽に して

いられたことでした。

もちろんそれだけではあ りません。あなたがぜひ、楽 し

みながら熱心にそのような活動に参加 して、夫が仕事上の

目的や旧友 との交わりのために参加 しなければと思 うよう

にす ることが大切 です。あなたにとってはあまり出たいと

思わない集会かもしれませ んが、夫を助けることが大切で

す。

夫を家長として重ん じ、夫を尊敬 していることを行ない

によって子供たちに示 して下さい。

家庭のタベを行なって下さい6ジ ムは初めテキス トを使

うことに反対 しました。定期的に家族の時間を持つことは

大体賛成なのですが、おしきせの必要はないというのです。

それで彼の考 えに沿ってスター トしました。できそうな年

齢の子供を入れて家族みんなが、ジムの言 う方法で順番に

会 を受け持ちました。(私 は自分の番のときには必ずテキ

ス トを使 うようにしました。)そ の結果テキス トの良さが

わか って、今では毎回使 っています。

教会で聞いてきた特別な証や信仰を強くする話などを教

えてあげて下さい。夫にとっては理解 しがたい話か もしれ

ませんが、一つ一つの話や証は夫の成長に役立つ ことでし

ょう。 「どうも信 じられない」 とか 「わからないなあ」 と

か言われても、とりつ くろわないで下 さい。信 じられない

ようなことがあるものだ と、彼に同意することです。

聖徒の道を予約して下さい。夫が本好きでなかったら、

印象的な箇所をときどき読んで聞かせてあげて下さい。子

供が小さかったら、読んであげるのにちょうどよい話が載

っています。十代の子供なら読んだ記事や考え方について

自然に会話が出て くるでしょう。

いつ話すか、いつ黙っているか、何 を言 うか、どのよう

に言 うかなど、聖霊の導 きや促 しに頼って下 さい。聖霊は、

あなたが教会員に確認された ときに受けた賜です。それは

あなたの一生で受ける一番大切 な賜 とすることができます。

祈 りをもっと賢明に使って下さい。そ うすれば報いはきっ

と大 きいでしょう。私は自分の経験からそのことが言えま

す。

私の場合、夫 とできる限 りよい関係を築いて、福音に完

全に従 うことが秘訣でした。非教会員 との結婚で確実に保

証 されるものは何 もありませんが、それだからといって良

いものを締め出す ことはあ りません。

私たち夫婦に役立ったことがあなたのお役に立つ ように

願い、また成功す るように と祈 ります。御主人はどうして

も教会に入らないか もしれませんが、どうかがっか りしな

いで下 さい。 これまで述べてきた原則に従 うことであなた

の家庭に もたらされる今以上の喜 びや幸せが、それ自体報

いなのですか ら。

心からの愛をこめて、

福音に結ばれたあなたの姉妹よ り

(キ ャ ロル ・オズボー ン ・コール 主婦、モンタナ ・ビュ

ー トステー キ部 ビュー ト西 ワー ド部扶助協会母親教育教師お よ

び若い女性会長)
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日々の 恵み

私を待っている夫

メ リル ・C・ リッ ブ トロ ッ ト

夫 を交通事故で失ってか ら、何の希望 も見出せないにも

かかわらずまだ生 きていられたなどとは、全 くもって信 じ

られません。私たち夫婦ぽ心か ら愛 し合っていました。お

互いのため、子供のために生きて きたのに、その計画 も夢

もすべてが水泡に帰してしまいました。6歳 を頭に3人 の

子供 を残して夫に先立たれてしまったのです。しか もその

6ヵ 月後、4人 目の子供が生まれたのでした。私は無神論

者でした。毎 日が逃れ られない悪夢の連続でした。

夫のダニーが亡 くなって3日 後、私は夢ではっきりと彼

を見ました。降 りしきる雨の中、にぎやかな通 りを縫って

歩きながら、ダニーは悲 しげな様子で、 「ぼ くは死んでい

ない。まだ生 きてるんだ」 と言 うのです。私の喜びを想像

して下さい。でも、目が さめて夢だとわかったとき、私は

また深い絶望に襲われました。

夫の死後数 ヵ月間、私はいろいろな宗教の牧師や宣教師

を訪れては慰め を求め続けました。牧師たちは、神がいて

死後の世 界もあると説 きましたが、だれ も、私がまた夫の

そばに行けると言っては下 さいませんでした。ある人々は、

私が無神論者であることに拒否反応を示 しました。私は気

をまぎらわすために 日に80本 もたばこを吸い、紅茶や コー

ヒーやアル コールは絶えませんでした。1年 半が過 ぎて も、

まだ私は荘然自失の孤独な状態でした。

1973年5月 のうららかな午後のことです。ふたりの若い

モルモンの宣教師が、 ドアをノックしました。私は信仰を

押しつける宣教師がきらいで したが、彼 らは好ましく、 と

ても幸せそうに見えました。その晩、彼 らは「幸福の探求」

の映画を見せて下 さいました。私は、こんなことが信 じら

れたらいいですね、特に死んだ人が霊界で愛する人たちに

迎えられる'という場面など、 と彼 らに話 しました。長老た

ちはその教えは真実であると強い証 を述べて、私 もレッス

ンを続けてお祈 りすれば自分で真実なことがわかるとおっ

しゃいました。私はどうかと思ったのですが、 とりあえず

またモルモン経の話をしに来るというのを承知 しました。

でも彼 らが来る2日 前、話は もう聞かないようにしょ う

と自分に言い聞かせ 、来たら居留守 を使おうと心に決めま

した。 ところが彼らは1時 間早 く来て、私に不意打ちをか

けました。彼 らは リーハイのことを短 くレッスンしてモル

モン経を置いて行 き、私ほそれを読むことを約束 しました。

読書は大好 きだったので、読むのはたいして苦労ではあ り

ませんで した。私は第一ニーファイを全部読みました。

日曜 日がやってきました。教会に行 くのは気が進 まなか

つたのですが、子供たちは行ったことがない というので日

曜学校に行 くのをとても喜びました。それで家族で出かけ
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ま し た。その 日の家族 の霊的 な発表が死 者の ための儀式 と

い うテー マで 、私 は とて も信 じられ ませ んで した。 日曜学

校 の レ ッス ンはブ リガム ・ヤ ン グと一夫 多妻 の ことにつ い

てで した。 それ が終 わる と、私 は車の 中で一服 し、 もう決

して来 ない よ うに しよ うと思 い ました。

で もその晩 、子供 たちがベ ッ ドに 入ってか ら、私 はジ ョ

セ ブ ・ス ミスのパ ンフレ ッ トを もう一度読 ん でみ ま した。

その とき、「どう して彼は こんな話 を作 り上 げた のか しら」

と不思議 に思 い ました。それか らモル モ ン経 を取 り上 げて

第ニニー フ デイ を読 み 出す と、や め られな くな りま した。

天父 に祈って 、本当 に死 後の世 界が あるか ど うか尋ね てみ

よう と決 意 したのは 、真 夜 中を過 ぎた頃で した。 そのこ と

をとて も知 りたい と思 い ました。その夜 夢の 中で 、私 は ま

た夫 を見 ました。 この ときは真 っ 白な服 を着 て、太陽 が輝

き、木 と花に 包 まれ た美 しい緑 の野原 に立 ってい ま した。

彼は また 自分 は生 きて い る と言 い ました。 そ して死後 の世

界 もある と言 い ました。私 は驚 きました。

翌晩 はモル モ ン経 を260ペ ー ジ読 み 、それか ら、それは

真 実 です か と天 父に祈 って尋ね ました。翌朝 は早 く目が さ

め ま した。部屋 中が輝 くよ うに見 え、何 か暖か くて幸せ な

感 じが して 、私 は聖霊 に満 たされ、頭 の先か らづ ま先 まで ・

まるで燃え るよ うで した。 第ニ ニー フ ァイの聖 句が頭 に浮

か ん で きま した。 ヨセブ と父 の名に ちなん で ジ ョセ ブ と名

づ け られ る聖見 者の こ とが書 いて ある聖 句 です(IIニ ー フ

ァイ3：14、15)。 私 は も う一 度 その聖 句 を読 み 、それか

ら祈 った ときに、 ジ ョセブ ・ス ミスは神 の予 言者 で、モル

モ ン経 は真実 であ るこ とを知 りました。私 は とて もうれ し

くな り、外に駆 け 出 して宣教 師 を見つ け、 この良 い知 らせ

を伝 えたい と思 い ま した。

そめ晩宣教 師は私 に知 恵の 言葉 につ いて教 えて下 さい ま

したが 、す っか り身 につ け て しまった習慣 なので とて もや

め られない と思 い ま した。彼 らか らレ ッス ン を学び なが ら

も、1本 また1本 と始 終 タバ コを吸 ってい たのです 。で も

彼 らは確 信 を もって私 にで きる と言 い、一緒 に祈 って下 さ

い ま した。 そ して私 の タバ コ を持 って帰 りました。私 は そ

の 日か ら一度 もタバ コを吸 いたい とは思 った ことはあ りま

せ ん。 本当に 、主は祈 りに答 えて下 さい ます 。

私 は、あの素 晴 ら しいふ た りの青年 がわが家 の ドア をノ

ック してか らち ょ うど17日 目に、バ プテ スマ を受 け ました。

その ときか ら、 自分 の した こ との正 しさを一度 も疑 った こ

とが あ りませ ん。私 は祝 福師 の祝福 を受 け 、その祝福 と約

束 に心 を躍 らせ ました。神殿 で夫 と結 び 固め られ 、子 供 た

ち をふ た りに結 び 固め ましたが 、私 には ダニー が その儀試

を受 け入れて 、福音 の中で毎 日進歩 しなが ら私 たち を待 っ

て いる とい う証 が あ ります。

救 い主は こ うお っ しゃい ました。 「すべ て重 荷 を負 うて

苦 労 してい る者 は 、わた しの もとに きな さい。 あなたが た

を休 ませ て あげ よ う。…… わた しの くび きは負 いやす く、

わ た しの荷 は軽 いか らで あるd(マ タイ11：28、30)こ

れ が本 当で あ るこ とを私は知 って います。私 は絶望 の渕 に

い ま した。 けれ ど も今 、 もし自分が福 音に忠実 であ るな ら、

幸福 の頂に登 れ るこ とを知 って います 。主が私 の希望 を取

り戻 して下 さ ったか らです。



理解 しながら読む

シ エ フ リー ・R・ ホ ラ ン ト

編集部より ：編集部では9月 号に、

ホラン ド兄弟の「聖典 を生きたものに」

という題の記事 を掲載 した。それは質

問 をすることによってモルモン経の読

み方 を父親が娘に教 える、という内容

であった。この続篇では、モルモン経

に何度 も現われる主題 を一部取 り上げ

ている。 また、モルモン経を読みなが

ら自問すべき項 目を提案 している。大

きな主題 を見定め、なぜモルモン経が

現在私たちの手もとにあるような内容

で記載 されているか を考 えることによ

って、モルモン経の理解 を大いに深め、

よく味わうことができるようになるで

あろう。

啓示の概念が第1章 に非常に明確に

示 されているので、ニーファイ第一書

のほ とんどの項にも啓示が記されてい

るのを、ただ当然のことのように感 じ

る。2章 は 「主は夢の中で父に仰せに

なった」 とい う言葉で始 まっており、

2節 で は さ らに強 く 「主は命 じた もう

た」 となって いる。16、19節 で は その

範 囲が広が り、ニー フ ァイ も含 まれ て

い る。 「主 は……私 を訪 れ た まい」「私

に語 られ たd

そ の後 の章 で もさ らに啓示が 与 えら

れ てい る。 リーハ イは息子ニー フ ァイ

に言った。 「私 は一つ の夢 を見た。 そ

の夢 の中 で主 は汝 と汝の兄弟 たちがエ

ルサ レムに帰 るよ う私 に命 じられたd

(1ニ ー フ ァイ3：2)こ の命 令 を

守 るに当 たって兄弟 たちが 困難 に遭 遇

していた とき、 「一 人の主の使 が きて

二 人の前に立 ち、……二 人に仰せ に な

ったd(1ニ ー フ ァイ3：29)ひ と

りでエルサ レムの町 に入ったニー フ ァ

イは、 「み た まに導か れて」進 んだ。

そ して大 きな困難に直面 した とき、「強

くみ た まに動か され た」 と記録 されて

い る(1ニ ー フ ァイ4：6、10)。 こ う

して 、ひ と りの男が殺 された結果 、二

一ファイは目的の品物
、すなわち神の

啓示の記録 を手に入れることかできた。

ニーファイと読者は、この厳粛な事件

を通 して、聖典の絶対的な必要性、人

の生死に影響 を及ぼすほどの必要性 を

教えられたのである。 この聖典がなけ

れば、民全体が不信仰に陥 り、滅んで

いたであろう。

数々の夢、予言、記録、神の声、示

現、み使 いの訪れ、みたまのささや き

というように、節を追 うごとに啓示の

上に啓示が積みあげ られて、最初の5

章が終わる。まじめな読者ならだれで

も、この初めの数10ペ ー ジを読んで、

神か らの導 きを受ける人間の能力につ

いて基本的な事柄 を把握 しようと努力

するに違いない。モルモン経ではこの

命題が力強 くまっ先に出ている。天父

が地上の子 らの諸事 を導かれるという

ことを信 じようとしない人には、モル

モン経は もうそれ以上何 も告げるもの

を持たない。しか し、読者がさらに読

み進む用意があるなら、これまでに記

録 された啓示の中でも最 も荘厳な啓示

を読むであろう。その中には リーハイ

が見た生命の木の示現(こ の木に首尾

よ く到達す るには神の言葉に着実に従

わなければならない)や 、ニーファイ

が見たキリス トの誕生から世の終 りに

至るさまざまな出来事の驚 くべ き示現

か含 まれる。ニーファイ第一書の末尾

でエホバは、イザヤの口を通 して次の

ように問いかけている。 「およそ母で

あって自分の生んだ子 を憐 まないほど

その乳児を忘れることができるであろ

うか。た とえかれらが忘れようとも、

イスラエルの家 よ、われは必ず汝 らを

忘れない。見 よ、われはわが掌に汝ら

を彫 り刻んだd(1ニ ーファイ21：15、

16)モ ルモン経はその存在 と内容の

双方において、エホバが私たちを決 し

て忘れたまわないことを教 えている。

これらの章 を通 じて、啓示が与えら

れる過程における私たちの役割につい

ても繰返 し教えられていることに注 目

すべ きである。 リーハイの最初の祈 り

からニーファイの後の熟慮に至るまで、

私 たちは啓示を受ける方法について、

今所有 している聖典の中でも最 も詳 し

い記述に接することができる。例えば

11-15章 でニーファイは、絶えず主の

みたまかみ使いか ら 「見 よ」 と命 じら

れている。みたまに 「見 よ」 と促され、
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ニー ファイは父が示現 で見 たの と同.じ

表 象 を見 た。みた まの 「見 よ」 と言 う

指 示に従 って、彼 は諸々 の表 象の意味

を知 らた。 「見 よ」 と言 うみ た まの 叫

びで 、ニー フ ァイは一 国民 の行 く末 と

世 界の終 りを見 た。 みた まは6頁 ばか

りの紙面 の中で12回 近 く 「見 よ」 と命

じて いる。 この短 い命令の 言葉 は 、私

た ちが この書の残 りの部分 を読 ん でい

く上 で、重要 な意 味 を持つ のでは ない

だ ろ うか 。天使 は私 た ちに 「見 よ」 と

語 りかけて いるのでは ないだ ろ うか 。

「目を使 って あなたの身 と霊 を救 え
。

神 の啓示 を読み な さい。 あな たの理 解

の 眼 を開 いて 、霊 夢 、示現 、予 言、み

た まの ささや きの世 界 を見な さいd

聖 典 を読 まない こと以上 に危険 な こと

が あ る。 それ は、読み た くない とい う

態度 であ る。 イエ スは、 目は あるが見

よ うとしない人々の こ とを嘆 いて泣か

れた。

モル モン経 の冒頭 の これ らの章 で は、

ほかに も何 かがあ るよ うに思 われ る。

それは 、ひ とつの書 の中の章が 互 いに

関連 し合 ってい るだけで な く、諸々 の

書 が互 いに関連 し合 って統一 をな して

いる とい うことであ る。 また、ニー フ

ァイ第一書 では 、二者 の対抗や 二者択

一 の例が繰 返 し出て くるこ とがわか る
。

ニー ファイが ある型 の息子 であれば レ

ー マンは異 なった型 の息子であり
、 リー

ハ イが あ る型の指導 者 である とす れば

レーバ ンは他の型 の指導者 であ る、 等

々。二 者対抗の例 の 中には次の よ うな

ものがあげ られ る。

認 アイ・}{に 二)レ、
リーハイ レーバ ン

新エルサ レム 古代のバビロン

生命の木 地獄の淵

キリストの母 麟 の源である

神の小羊の教会 悪魔の教会

もちろん究極の対立は、

キリス ト対サタンである。

巨

このサ タンは最後 にぽ征 服 され、「長

年 の間」縛 られ る。(1ニ ー フ ァイ22

：26>。 ニ ー フ ァイは現世 の荒 野に横

たわ るその ような諸 々の選 択 あるいは

二者択一の道 を、祈 りをもって苦 労 し

な が ら進 ん で い った の で あ った。二

一ファイと彼に従 う少数の忠実な人々

は、良い業 をしようとするときには必

ず反対の勢力が妨害す ることに気づい

ていたようである。
「すべての物事には反対のものがあ

るdこ れは聞き慣れた言葉である。

ニーファイ第二書には、 「すべての物

事には反対のものがある」 とい う力強
.い説教が記 されている。この説教は、

アダムの堕落、キ リス トの貝費い、'それ

に私たちにふたつの方向で影響を与 え

る自由意志の本質的な問題 を生き生 き

と述べている。(IIニ ーファイ2：11

参照)

リーハ イはニーファイの第二書では

な く、第一書のどこかで、反対のもの
の存在や 自由意志について力強い説教

(または族長の祝福)を することもで

きたであろう。しか し、つ0ペ ージ近い

紙面に出ている様々な'対立や二者択一

の例に接 した後に聞いた方が、 リーハ

イの息子に とって も読者に とっても、

効果は大きいのである。この小 さな一

団の中でも信仰あるわずかな人々は、

あ らゆるものに反対があることを経験

して耐 えていた。 しか もそれ らを通 し

て彼 らは、自分 自身のことや、堕落 し

た世界、神の計画、自由意志の行使に

ついて学んだのである。またメシヤが

来 られることや 、メシヤが時の初めか

ら世の終 りまであらゆる反対勢力に耐

えられることについて、また地獄の重

苦 しい鎖か ら解放されることを望む人

に 「自由 と永遠の生命」を与えたもう

ことについて多くのことを学んだ。

こうしてみると、ニーファイ第一書

のすべての苦難は、私 たちをニーファ

イ第二書 と、第二書 を貫 くキ リス トの

像に向かわせ るものであるように思わ

れ る。第二書の33章 は、メシヤに関す

るイザヤの予言 と、メシヤの神性 を証

す る末 日の証人、言いかえればモルモ

ン経の出現に前後 して起こるいろいろ

な出来事についてのイザヤの予言 を頻

繁に引きなが ら、私 たちの現世 の旅路

でキリス トが果たされる役割 を証言し

ている。ニーファイ第二書は、将来の

人々に対するニー ファイの最後の証で

ある壮重な 「キ リス トの教 え」の説教

で終わっている。ニーファイの死後、

代 わってヤコブが、私たちをキリス ト

から引き離す諸々の罪やその他、高慢、

富、性道徳の退廃 、さらにはシェルム

のような反キリス トの直接的な影響に

対 して警戒するように警告した。第二

書はこのようにして続いていく。さら

に読んでい くと次のような質問が心に

浮かんで くる。

なぜ 「敬慶」に見せかけた独善的な

ゾーラム人のことを書いたアルマ31章

が 、モルモン経の中でも最 も不義な反

キ リス ト者コラホルを扱ったアルマ30

章に続 くのだろうか。 この2章 のいず

れか、あるいは両方は、信仰について

のあの傑作 とも言 うべ き教え、アルマ

32章 と何か関係があるのだろうか。な

ぜゼ ノスの引用であるという未知の説

教 を載せた一風変わったアルマ書33章

が、32、34章 とい うふたつの傑作の間

に挿入されているのだろうか。これ も

ふたつの章を結びつける傑作なのであ

ろうか。これ らの章(ア ルマ書30章 か

ら34章 まで)は 、アルマ書35章 の 「厳

しい言葉」および36章 かち42章 にわた

ってアルマが息子たちに極めて親 しく

語 りかけている部分 と関係があるのだ

ろうか。

またニーファイ第三書11章 はモルモ

ン経の 「山上の垂訓」(IIIニ ーファイ

12.13、14草)に どのような貢献 をし

ているだろうか。「岩の上に基 を置 く」

ことは説教全体 にどのような意味 を与

えているだろうか。聖餐についての教

え(IIIニ ーファイ18章)は なぜ キリス

トが幼な子たちと過 ごされたことを記

したIIIニーファイ17章 のあとに続いて

いるだろうか。また、聖霊が是非 とも

必要であること(IIIニ ーファイ19章) .

は、前の章 と関連があるのだろうか。

モルモン経は、豊かな意味を持つ言

葉 と救いの教義、それに長い予言が、

宝石の ようにちりばめられてできた書

物である。書名が変わるごとに内容が

吟味され、凝縮されて、 「地上にある

書物の中で最 も正確 な書物」、すなわち

イエスが キリス トであって他に道はな'

い というただひとつのことを伝 える書

物 となっていくのである。モルモン経

はあ らゆる標準に照らしてみて、偉大

な書であ り、珠玉であり、書物中の書

物である。その内容は神の言葉であ り、

私 たちの宗教のかなめ石である。私た

ちはの どのかわいた子供のようにこの

書物の泉から絶えず飲 まなければなら

ないのである。
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うっ って､天 じ ょうが もえは じめ たの です 。 わ た

した ちは､バ ケ ツ リレー を して､火 をけ し とめ ま

した。

み な さん､な ぜ わ た しのお母 さん は､町 へ行 か

な か った の で し ょ う。

わ た しのお 父 さん とお母 さん は､い つ も､わ た

した ち家 ぞ くを しゅ くふ くして くだ さ る よ うに､

たべ も.のや きる ものが あ左 え られ ます よ うに と､

いの って い ま した。 の っ じ ょ っをか っための ち ょ

金 もしてい ま した 。 そ して､そ の お金 は家 の 中に

しま ってあ りま した。 もしそれ が もえて し まって

い たら､大 へ ん な こ とに な って い ま した。 お いの

りは､ち ゃん と きか れて いた ので す 。

では､,も う一 ど。 なぜ､わ た しの お母 さん は町

へ 行 か なか った ので し ょ うか。｢エ マ ､き ょ うは

町へ 行 かな いほ うが よい｣と い､う声 を耳 で きい

た わ けで は あ りませ ん。 ま た､｢エ マへ､き ょ う

は家 にの こって い な さい｣と い う手紙 を うけ と

った わけ で もあ りま せ ん。 ただ､そ う感 じたの で

家 に の こ ったの です 。 しずか な､ほ そい声 を心 で

きいたの です 。 お母 さん は､お 父 さんに い い ま し

た。｢行か な いほ うが よ い よ うに､感 じるん ですd

この こ とは､わ た しに とっ て､と て も大切 なけ い

けん で した。

み な さん､み な さ凶 もど うぞ､み た まの声 に耳

をす ま して､せ いかつ して くだ さい 。
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ク リスチ ャ ンは ポ ケ ッ トの 中
か き 　

の 鍵 を い じ りな が ら､ろ う屋

へ と歩 い て行 った。 何 ヵ 月 も勉
かき

強 し､祈 り､と う と う この 鍵

をあ る大切 な 目的 の ため に使 う

こ とに した の だ った。 ク リスチ
か ぎ

ヤ ンは､い つ も こ の鍵 で ろ う

屋 の とび ら を開 け､し ゅ う人 た

ち の 食物 を中へ 入れ てや って い

た。

し ゅ う人た ちの ほ とん どは､

モ ル モ ンの宣 教 師 だ った。 宣教

師 た ちは大 て い､シ オ ンの獅子

とい う名 の パ イ ロ ッ トボー トで

フ レデ リックス タ ッ ド港 に 入港

し､ノ ル ウ ェー､ス ウ ェー デ ン､

デ ンマー クな ど をふ くむ ス カ ン

ジナ ビア伝 道 部 の海 岸地 方 を伝

道 して 歩 い た。

初 め の うち､ク リスチ ャンは

宣 教 師 た ちに 大 して注 意 を向け

なか った 。彼 は ルー テル 教会 の

準会 員 で､正 会 員 に な るた め に､

牧 師 との 公開 問 答 に そ な えて ひ

っ しで勉 強 して い る とこ ろだ っ

たか らであ る。 彼 は､モ ル モ ン

の宣 教 師 た ちが､フ レデ リッ ク

ス タ ッ ドに と う着 す る と､す ぐ

に た い ほ され る とい う事 実 に､

ほ とん ど無 関心 だ った。

ルー テル 派 は ノル ウェー の 国
｢
教 で あ り､そ れ以 外 の教 え をの

磯
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いた 。母 親 には話 そ うと思 った。

しか し､母 親 も耳 をか しては く

れ なか った だ ろ う。 そ うこ うす

る っちに､次 の 公開 問答 の 日が

や って来 た。 ク リスチ ャ ンは､

か ね て志願 して いた とお り､他

の 準教 会貝 た ち と ともに､公 開

問 答 の場 に立 った。

牧 師 は､ま ず こ う質 問 した。

｢神 を信 じます かd

｢は い 司 ク リス チ ャ ンは そ

う答 えた。

次 の質 問 は こ うだ っ た。

｢神 は どの よ うな御 方 ですかd

｢神 は 肉体 と感情 を持 ちた も

う御 方 です 。 そ して､か ぎ りな

く高 きみ くらに､座 した まい､

善 な る御 方 で あ り､思 いや りを

持 ちた まい､私 た ち を見 守 り､

願 い を聞 き､そ の祈 りに 答 え た

まい ます 。私 た ちは､神 と御 子

イエ ス･キ リス トの形 に にせ て

つ くられ ま したd

牧 師 は この答 えに､ぎ ょ うて

ん して しまっ た。 しか し公 開 問

答 はつ づ い た。 ク リスチ ャンの

答 えは､ま す ます牧 師 を ぎ ょ う

て ん させ るばか りだ っ た。父 親

の 方 に 目をや る と､父 親 はす っ

か りと りみ だ して いた 。つ いに

牧 師 は､か んか んに な っ て言 っ

た 。｢君 は､ま る でモ ル モ ンの

よ うだd

｢は い
､ぼ くはモ ル モ ンです 。

ぼ くは､モ ル モ ン であ るこ とを

ほ こ りに思 って い ますdク リ

ス チ ャ ンは答 えた。

これ を聞 く と､父 親 は席 を立

ち､つ えで はげ し くゆか をた た

きなが ら､通 路 か ら外へ とび 出

して行 っ た。母 親 も ど う した ら

よいか わか らず､そ の後 をお っ

524

た 。

ク リスチ ャ ンは､両 親 と話 し

合 お う と思 って､家 へ 急 い だ。

しか し､何 と言 った らよいか わ

か らなか っ た。 そ の晩､い つ も

の よ っに た きぎ を っでい っ ぱ い

か か えて家 に入 り､だ ん ろ の そ

ば にお い た。 そ こへ 父 親が や っ

て来 た 。 父親 は､は じをか かせ

て くれ た 息子 を一 目見 るな り､

つ え をふ り上 げ て彼 を打 ち たた

い た。 そ して しば ら く後 ､息 を

切 らせ なが ら､つ え をテー ブル

の 上 に ほ う り投 げ た。

｢お 父 さん司 ク リスチ ャ ン

は 言 った。｢福 音 の ため に 打 た

れ るのなら､う れ しい くらいです,｣

それ を聞 くと父親 は たけ り く

る って､た き ぎを､雨 あ られ と

ク リス チ ャ ンめ が け て投 げ つ け

た。 そ して､投 げつ け るた き ぎ

が な くな って しま うと､ド ア を

開 け て わめ い た。

｢出 て行 け
､二 度 とその顔 を

見 た くないd

ク リスチ ャ ンは､体 中 きず だ

らけ に な りな が ら､な や にか け

こん で､ほ し草 の上 に 身 を投 げ

た。

そ の夜 お そ く､父 親 が ね む っ

て しま うと､母 親が そ っ と食物

と ク リスチ ャ ンの持 物 を､は こ

ん で きて くれ た 。母 親 は､な み

だ なが らに､で きるか ぎ りの､

きず の 手 当て を して くれ た。

｢な ぜ … … ど う して こん な こ

とを して くれ た の司 うち ひ し

が れ なが ら､と りす が るよ うに

こ うたずね た。

｢こ う しな け れば な らなか っ

たん ですdク リスチ ャ ンは答

え た。｢ぼ くは勉 強 して､祈 っ

て､こ れ は真 実 の教 会 だ とい う

こ とが わか りま した。母 さん に

は 話 そ う とした ん です 。で も､き

っ と聞 いて くれ なか った で しょ

っ。 自分 の知 って い るこ とを否

定 す るこ とは で きない ん です 。

も しそ う した ら､ぼ くた ちの救

い 主 で あ るイエ ス･キ リス トを

否 定す る こ とに な るん です 。 で

きな いん ですd

｢お 前 が 言 うよ うに
､そ れが

正 しい と思 うの な ら､し っか り

そ の道 を歩 む よ りほか は ない ね

え。 で も私 は､と て もつ ら くて

'"●"｣

空 が 白み は じめ る と､母 親 は

そ っ と家へ も どって行 った 。 ク

リスチ ャン は､母 親 が 持 って来

て くれ た小 さ な包み を持 って街

道 へ 歩 い て行 った。 生 まれ育 っ

た家 を通 りす ぎなが ら､深 く息

を吸 って､両 親 に別 れ を告 げ た。

二 度 と会 うこ とは な い と､感 じ

て いた。

ク リスチ ャ ン･ハ ンス･モ ン

ソ ンは､ど こへ 行 け ば よいの か､

何 を した ら よいの か､知 らな か

った 。

｢証 が あ る
,｣14歳 の少年 は

こ っ心 の 中 で さけ ん だ。｢何 が

起 ころ う と､ぼ くは これ を否定

しな い。証 が あ る。 何 もか も。

これ で いい んだq｣
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ハ リネ ズ ミ の

シ ー一 リ ー

お はな し:

キャシー･S･ク リステンセ ン

え:

チャールズ･‡ ルター

あ る春 の 日の こ と､フ ィ ン ラ

ン ドの町 に あ るヘ ン リクスン家

の っ らに わで､お 母 さん ハ リネ

ズ ミが､4つ この赤 ち ゃん を生

み ま した。 か わ い いぼ うや ばか

りです 。 で も1ぴ きだけ､い た

ず らっ こが い ま した 。 シー リー

です 。

夏 が きて､秋 が き ま した。

お母 さんハ リネ ズ ミは､い そ

が しそ うに､子 ど もた ちのせ わ

を して い ます 。子 どもた ちは み

ん な､お 母 さん の い うこ とを よ

くきいて､お なか が い っぱ い に

な る と､小 さな ボー ルみ たい に

まる ま って､お ひ るね を し ま し

た。 で も､シ ー リー だけ はべ つ

で した。

｢お ひ るね な んか
､大 き らい。

あそ んで い るほ うが､お も しろ

いやd

ア リの巣 をほ りち らか した り

526

くさ った木 の き りか ぶ に､は な

をつ っこ んだ り､ち ょ こち ょ こ

っご き まわ って い ま した。

フ ィ ンラ ン ドの 秋 はみ じか く

て､冬 がか け 足 でや って き ます。

冬 にな る と､ハ リネ ズ ミは と う

みん しなけ れ ば な りませ ん 。 お

母 さんハ リネ ズ ミも､子 ど もた

ち も､あ な ほ りに大 い そが しで

す 。 で も､1ぴ きた りませ ん。

そ うです 。 シー リー です 。

｢と うみん なん て
､つ まん な

い 。1日 中 とん ぼが え りを した

り､あ そ んだ りした いな あdシ

ー リー は イチ ゴば たけ を走 りま

わ りなが ら､心 の 中 でい い ま し

た。

あ そびつ か れ た こ ろ､空 か ら
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大 い な る責任

もし幕が開かれて、主が高貴で偉大

な霊たちの中に立たれた ときのあなた

自身を見ることができるとしたら、あ

なたは主の次のような声を聞 くだろう。
「これらの者 をわが統治者 となさん。
・・アブラハムよ、汝はこれ らの者の一

人な りd(ア ブラハム3：23)

私が祝福師の祝福 を受けたのは、わ

ずか8歳 のときであった。その祝福文

に次のようにある。「あなたはこの地上

に偶然に誕生 したのではあ りません。

全能の神のみこころに従って、大いな

る業を成就するためにや ってきたので

すd祝 福文にはその後、私にできる

ことが詳 しく記 されている。少年の頃、

私はいつ も、偶然にこの地上に生 まれ

たのでないのなら、主がみ業を遂行す

る特権 を私か ら取 り上げないで下 さい

と祈った。現世 を終えて帰るとき、主

から 「リグラン ドよ。これがお前にな

すよう命 じたことだ。 しかしお前はそ

れ を果 たさなか った。お前 は遠回り

をしたので、私たちはお前の代 りにほ

かの人を選ばなければな らなか ったの

だ」 と言われ るほどがっか りすること

はないだろう。

幕が開かれて、その ときのあなたを

見ることができるとした ら、あなたの

行 く手に待 っていること、すなわち、

この 日この時にこの地上に生 を受けた

高貴で偉大なあなたに主が何 を望んで

お られたか を思い出し、それを示現に

見 ることができたならば、あなた方の

中に時間 を無駄に使お うと思 う人はひ

とりもいな くなるだろう。必ずや神に

誉れ とみ栄 えを帰 し、神の子 らに恵み

を与えるために授け られた賜 と才能を

使 いたいと望むことであろう。

才 能 を どの よ うに使 うか

皆 さんはタラン トのたとえ話を覚え

選ばれた種族

十二使徒評議員会会員

リクラ ン ト∴ リチャース

て おいで であろ う。主 人が長 い旅 に出

るこ とに なった。 そこで彼は僕 たち を

呼 んで、 「あ る者 には五 タラン ト、あ

る者 にはニ タラン ト、あ る者 には一 タ

ラ ン ト」 を分 け与 えた。 しば らくして

か ら主 人か帰 って来て、僕 たち と計算

を し始め た。五 タラ ン トを渡 されてい

た者は 、ほかに五 タラン トもうけてい

た。主 人は その僕 に言 った。 「良い忠

実 な僕 よ、 よ くや った。 あなたはわず

か の ものに忠実 であ ったか ら、 多 くの

もの を管理 させ よ う。主 人 と一 緒に喜

んで くれd

ニ タ ラン トの者 も一私 た ちもこの僕

と同 じように全部 を渡 されてい るわけ

では ない一 ほか にニ タラ ン トを もうけ、

同 じ答え を主 人か ら受 けた。 ところが 、

一 タ ラン トを渡 されて いた者は次 のよ

うに言 ったの であ る。 「ご主 人様 、わ

た しはあな たが 、 まか ない所か ら刈 り、

散 らさな い所か ら集め る酷 な人である

こ とを承 知 してい ま した。 そこで恐ろ

しさのあ ま り、行 ってあ なたの タラン

トを地の 中に隠 してお きま したdそ

こで、主 入は僕か らタラン トを取 り上

げ て、言 った。 「その タラン トを……

十 タラン ト持 って い る者 にや りな さい。

お お よそ、持 って い る人は与 え られて、

い よいよ豊 かに なるが、持 っていな い

入は 、持 って いる もの まで も取 り上げ

られ るであ ろ うdそ して主 人は 「役
ヤ

に立 たない僕 を外の暗 い所」 に追 い出

した。 「彼は 、そ こで泣 き叫んだ り、

歯 がみ をした りす るであろ う司(マ タ

イ25：14-30参 照)

「しか し、あなたが たは、選ばれ た

種 族 、王国の神権 者 、聖 な る国民 、神

につ け る民 であ る。 それに よって、暗

や み か ら驚 くべ きみ光 に招 き入れて下

さったか たのみわ ざを、あ なたがたが

語 り伝 えるためで あるd(欽 定訳1ペ

テロ2：9)
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純潔を心理学の立場

から見て

ス チ ー プ ・ギ リラ ン ド

「愛 し合 って いて結婚 す るつ もりのふ た りが
、性 関係 を

持 って どうして悪 いの です か」 と、私 は よ く聞かれ ます。

末 日聖徒 は 、主 が この こ とにつ いて ど う言われ たか を知

ってい ます。婚前交 渉 は 「主の 目か ら見 て憎 むべ き行 い」

(ア ルマ39：5)で あ り、徳 あ る人 こそが 「自ら信 ず るこ

と神 の前に強 くな る」(教 義 と聖約121：45)の です 。

主 は何が私 たち を幸せ にす るか を知 ってお られ るので、

こ うしな さい、 こうしてはいけ ない と戒め を与 えられ ます。

スペ ンサー ・W・ キ ンボー ル大管長 は こう言 われ ま した。

「主は戒め に従わない人に応報 する怒れ る無 慈悲 な神 で ある

と考 え る読者が い るか も知 れな い……神が 自分の子供 た ち

に罰 を与 えた り、子供 たちが苦 しんだ り、痛 み を味 わ った

り、悲嘆に暮れ るの を望 んだ りす る とは考 え られ ない。…

… しか し
、 人は……罪 の結 果か ら逃 れ るこ とは できない。

… … ときには罰 が下 るのが遅 い場合 もあるだ ろうが
、 しか

し、いずれ罰が下 るこ とは私た ちが 生 きてい るの と同 じよ

うに明 らか なこ とで ある。」(「赦 しの奇跡」ρp.150-51)結 婚

まで性 関係 を慎 まなけ ればな らない とい うことに対す る心

理 面での理由 を、主は と りたて て詳 し くは述べて お られ ま

せ んが 、私 は カウンセ ラー とい う職 業柄 、その経験か ら、ま

た心理学 の面か ら、婚 前 は純 潔で いる ことが 賢明だ とい っ

確証 をます ます 深 くしてい るこ とを、青 少年 の皆 さんには

っ き り言 うこ とがで きます。

まず第一 に、性 経験 はただ 肉体 の欲 求 を満たす だけでは

あ りませ ん。私 た ち全 人格 に複雑 に関係 して います 。予言

者 た ちは、 それ を正 しく用い るな ら生殖 は私 た ちを高め 、

清 め るもの とな るが 、悪 用すれ ば私 た ちの良心は踏 みに じ

られ ると教 えてい ます 。

キ ンボー ル大 管長 は次の よ うに言 ってい ます。 「未婚 者

が肉欲に屈伏す るとき……彼 らは肉体 の君 臨 を許 し、霊 を

鎖 に縛 ったのであ る。 これ を愛 と呼べ よ うとは 、 とうて い

考 え られ ない司(.Fα 痂p7ecede8抗 ε雌rαc陀 「奇跡 に先

駆け る信仰」p.154)私 は 長年 カウ ンセ リングに携 わ って

きて、それが本 当だ とい うこ とを知 りま した。婚前 交渉 を

結 ぶ と、相手 を永遠の価値 を持 った存在 として見 る よ りも、

自分勝手 な欲望 の対象 として見 て しま うのです。 そ うな る

と、人が物 の ように考 え られて きて、 人間関係 は うま く行

きませ ん。
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幸せな結婚生活を築 くにほ時間と努力が必要です。恋人

同士が意見の衝突 を何 とか しなければならないとき、性関

係で結びついている人たちにとっては、問題や相違に直面

するよりも肉体関係に逃げ込む方がずっと簡単です。その

ように して、お互いに もっと深 く知 り合 うことがいつまで

もできな くなるのです。

それにまた、肉体関係に頼る人たちは結婚生活のそうい

う面ばか りを過大視 しがちです。肉体関係は もちろん大切

ですが、ほかにも大切なことはた くさんあるのです。 目が

ひ とつのことばか りに行 くと、ほかのことは見えなかった

りうわの空だった りして、永遠の関係を築 くのがむずか し

くなります。

婚前交渉の もうひ とつの危険は、それをきっかけに結婚

に対する障害が次々 と出て くるということです。

まず来るのが罪です。性交渉の後にどんな気持になるか、

だれでも初めか らわかっているわけではあ りません。その

人はたぶん 自尊心が薄れ、ふた りの関係に罪悪感を覚える

でしょう。避妊 をしていて も望 まない妊娠 をす ることはし

ょっちゅうあります。 自分の子 を堕胎によって葬 る親の苦

しみは、だれにもわか りません。

2番 目にやっかいなのは疑惑で、結婚に悪影響 を及ぼす

心配があ ります。 「自分 を1個 の人間 として愛 しているの

かしら、それ とも遊び相手 としか考えていないのか しら」

というふうにです。その原因は心理的であると同時に非常

に霊的な面を持っています。愛は神か らの賜ですから、無

私の心 とか犠牲 とかの霊的な賜がいろいろ付随 しています。



もし私たちが愛情を間違 った方法 で表現 したなら、聖霊は

私 たちから離れ、その結果不安や いらだちや利己心が起 き

てきて、自分 と天父やほかの人たちや本当の 自己との関係

が損われます。婚前交渉から生 じるこのような状態が、何

よ りも結婚 をだめにするのです。

婚前交渉をしていて 「私たちは結婚 しますよ。お互い浮

気は絶対 しません」 と言 うカップルがいるかもしれません。

でもエベ リン ・M・ デュバルは 「結婚 まで待つのはなぜ」

(ワ陶 確α動TJ〃 ，Mαγ磁ge)と いう本の中で、婚前交渉を

した人たちはそうでない人たちよ りも婚約破棄が多いこと、

純潔で結婚 を迎えたカップルが最 も幸せな結婚生活 を送っ

ていることを統計で示 しています。性関係 を持って～婚約

を破棄 されて感 じる幻滅 と恐れはどんなに深 く大 きなこと

でしょう。主は婚約者同士の間でもそのような行為を禁 じ

られました。

恋人たちは、.「待 っていてマイナスなのは何だろう」 と

考えてごらんなさい。セ ックスは どうしても満足させなけ

ればならない欲求ではないのです。フ リーセックスの支持

者でさえ、 「どうしても性関係 を持たなければだあだと考

えてや ってるわけ じゃないと思います」 と言っています。

(Se勲 αZBeゐα"'07「性行動∫1971年6月 号、p.51)性 交渉

がなくても立派な生活 をしている人は大勢います。性関係

を慎むことで気違 いになることはありませ んが、個人の尊

厳を交渉によって損って感情のバランスを失 うことはよく

あ ります。またそれ と反対に、心理的な問題があって性関

係に逃避するとい うこともあります。社会学者たちは、自

己評価の高い人たちよりも無力感を持った人たちの方が婚

前の性経験を持ちたが ることを発見 しています。(『性 と相

互関係』、Tんε∬磁顔d認 ，S磯 α掘Socゴe忽 『個人、性、社

会」より、pp.19-27)

ある人たちは、自分は特に純潔を守 るのがむずかしいと

言います。でも自分をごまかさないで下 さい。だれだって

苦労 して自制心 を養 っているのです。なるほ どある人々は

戒めに従い、誘惑 を避け、努力 して主のみたまと近 い生活

をして、その苦労 を少な くしています。でもそれだからと

いって、彼らが強い衝動 と闘っていないわけではないので

す。

マッケイ大管長はその欲求 を 「天与の もの」 と呼んで、

こう強調 して言いました。 「あなた方は肉体的な欲求が現

われる年頃である。しか しそれ とちょうど同 じ時期に神が

理性 と分別の力を与 えられたこと、それ らが神聖な目的が

あってのことであることを決 して忘れてはならない。理性

と分別 を道 しるべに、あなた方のはか りとしなさいd(加 一

ρro"e観e撹Eγα「インプルーブメン ト・エラ」1959年2月 号、

P.78)

こう言う人がいます。 「でも不感症や不能に悩む人たち

がいます よ。結婚前か ら一緒にいたら、そんなことがなか

ったん じゃないですかd率 直 に言 って、当面 してい る問

題 よ りもその 「解 決」 な る ものが もっ と悪 い結果 を残す こ

とが あ ります。 私 はこの よ うな問題 を持 った大勢 の人た ち

とカウ ンセ リン グを して きま した。 たいていの 人はそ うい

う問題 があ って も、お互 い に愛 しあ っていて幸せ だ と感 じ

て い ます。専 門的 な援助 も取 り合 って くれない ときには、

そ の人た ちの 問題 は セ ックスの不 満 ではな く、愛や結婚 生

活 の心 がけの 足 りなさです と申 し上 げ てい ます。

性 的不能 を結婚生 活の一 番の問題 の ように話 すのは間違

いです。夫 婦の間 にそ う した問題が生 じるの は、感情的 、

霊 的 な ものに原 因があ るの であ って 、セ ッ クスの問題は そ

の単 な る徴候 にす ぎな いの です。

大切 なの はお互 いに主 に対 して誠実 な ことです 。良い人

間関係 は信頼 に基づ くもの ですが 、信頼 は誠実 に基づ いて

い ます 。私 たちは決意 しなけれ ば、長 い時 間 をか けて愛情

を深め てい くこ とは で きませ ん。

結婚 の決心 をす る前 は、人が ど う言お うと不安 を感 じる

こ とで しょ う。で も結婚 の ときには、 た とえ何 が起 ころ う

とも決 して離 れない と、ふた りで誓 うの です 。

待つ こ とで失 うもの はあ りませ ん。得 るこ とばか りです 。

自制 しなが らふ た りの関係 を高め てい くとき、結婚 が はる

か に美 し く意義深 く充実 した もの であ るこ とを知 るに違 い

あ りませ ん。

恋 人 たちが一瞬 の情熱 に流 され て しまった とき、すべ て

が 失われ るの で しょうか。 そ うで はあ りませ ん。赦 しは与

え られ ます 。C・S・ ル イスは教 えてい ます。 「悪の道 を

選 ぶ人がみ な滅 びる とは思 わない。正 しい道 にたち帰 るこ

とに彼 らの救 いが ある と思 う。悪 いこ とはすべ て も正 す こ

とはで きる。 しか しそれに は、た ち戻 って誤 ち を見出 し、

その時点 で新 たな努 力 を始め なければ な らない。 ただ進む

だ けでは決 して正 す こ とは で きな いの であ るd(TんeGγe碗

D功oγcε 「増 えて いる離i婚」p.6)

'改 め は た 仮る道"
。 キ ンボー ル大管長 は言 って い

ます 。 「日、々 、罪の意 識が重 く心 にの しかか って る，と

が る。'改 め よ う して いる人は…… 『主は私 赦 して

下 るだろ うか』 …… とい'疑 問 に駆 ら るこ とが あ

しかし、罪を犯 した人が深 く し 糸望のどん に'し 、

分の無力にあえきなが らもただ信仰 を抱いて神の慈悲を

抱いてネ と、静かで、細 く それでい 刺し貫 く

よ'士 が聞こえて る。 「子よ、あなたの罪はゆるされ

(「赦 しの奇跡」p.35たd』一

(ギ リラン ド兄弟はマサチューセ ッツ ・ボス トンステーキ部大

学支部の支部長であ り、ハーバー ド大学のケンブ リッジインス

テ ィテユー トの指導主事 でもある。4児 の父でカウンセ リング

の博士号を持つ。)
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キ ース ・メ リル氏 の紹介.映 画製作

者 のメ リル氏 は末 日聖徒 てあ り、The

Grea亡Amer，c∂nCowboy「 サ ・ク レー

ト ・アメ リカ ン ・カ ウボ ーイ」 で1975

年 ア カテ ミー賞1・キ ュメ ン ト部 門最 優

秀賞 を獲得 した。(ア カテ ミー賞 は映

画関係者 に贈 られ る米国最高 の賞で あ

る)授 賞 にあたって は、 「神 を信 し

るこ とを教 えて くれた母 と、己れ を信

しることを教 えて くれた父 と、教 わっ

た ことを実行す るように助 けて くれた

妻に」感謝 を表明した。その率直な言

、 葉 は、福音 を実際に日常生盾の中枢に

生かす彼の人生哲学そのままてある。

決断はつ らいのてはないたろうか。

私たちは5分 ことに決定に迫 られてい

ると言っても過言てはない。周囲を見

まわすたひにいつ も選択か待っている。

あしたは何 をしよう、あさっては何 を

しよう、とんな生盾 をしようと私たち

は考え、決定する。決定は、自分の知

ってい るこ とと実際 に行 な うこ と との

す きまに橋 をかけ るこ となのた。

君 は こん なこ とを考 えた経 験か ない

た ろ うか。 もしも親 に 自分 の一 挙一動

を映画 の よ うに見 られて いた らとん な

た ろ うか と。私 た ちの生活 を映画 に比

較す る とお もしろい。映画 の製作 は ま

さ に選 択 そ の もの たか らた 。 「サ ・

ク レー ト・ア メ リカ ン ・カウホー イ」

を製 作 した間に4万8千 メー トル以上

の フ ィル ム を撮 ったか 、未使 用の フ ィ

翻轟謹

藻

驚`，、、父猷

嚢灘 瓶輪 二・鍵

繋謬梱繍 藁

蹴 難

響 博_撃
ヰ け な

誌1羅1驚爵講
け は り も ヘバ も　講 幅 懸 ぎ、

，

灘 卜

瓢

醗 懸ア磯1難難 叢瓢 齢 団 謙
曳 神 軋 鼻

鶴
璽 懸

灘響巽

戦 幕鮮

遡諏 ・

糖 で 電尊

叡占 武

蝉

譲e、 工

購 膨 ・ 黙騰

襲憲鐸
麟議

垂 ・。繍ひ 翻
許夢 凱脳 ・

へ ゆ レなボ 　 すヰピ た
せ ザ る ズ　
ウ ト ち ト

論韓糠 £憾鞭 難
瀬麟麟轟 灘 騰

繭 灘驚
仲 電 ・ 与 ，3整 磁

叢

ざ 馬

夢
、 、

賠 ・ ㍉癒
毫い ＼武 鵬

翻 ぐ
ゑ ミ

繍 罫.

翻
瀕繍
・綴

賑

饗 耀
轟 。 悪

懸/締姻.
お 葺赫 埠

摯;轡 。 響鐸 灘
み

飛 筆， 撫 。 蕪 論
へ ら

ド ㌦ 胤 ざ 滅 ・ ・

∴ ぎ蟻 齢
　　F難 織

ち
イ リ ま サま

，灘 糠 ♂纏 惣
獣1難 織

麟 ぎ・こ1織 繕
蕊 碑幽 験鯛

曳 ‡

♂唖㌧冒

!丈
＼ジ

齢蝉

瀦

響
§ もく へ を り

一 ㌦ 魔こ評

瓢鼠 、

繕

"/
蕪
譜 縮

望 軍

欝韓
脚欝

盛還鼠k

麟 潮隷.融戦

難懸

「私は独りほっちて

そこに立ち、みんなは

はるか下て待ちかまえ

ていた。水面はすっと

下て、陽の光を受けた

しわくちゃのアルミは

くのようたったd

倉

532



ル ム を含め た ら80時 間の映画 に なる。

完成 した映画 は たったの1時 間半 なの

に。 とい うこ とは 、1メ ー トノレイ吏うご

とに49メ ー トル をボツに したわけ だ。

人生 もそんな ものだ。 たいが いの決

定に は50通 りもの道 があ る。 その50の

中か らひ とつ に決め て、君 の選 んだ そ

の ひ とつが 君の 人生 の永遠 に残 る記録

を埋 め るのだ。

君 には選択 す る能 力があ る。選 ぶ 力

が あ る。 それが、私 たちの天 父が 自由

意志 という素晴 らしい原則 と一緒に私

たちに与えて下さったものだ。

「こ わ いん だ ろ う!」

少年の頃、私は山に近 い小さな町に

住んでいた。水泳場の監視員 をしてい

て、泳 いでばか りいた。

私たちはイース トキャニオンと呼ぶ

美 しい人造池へ泳ぎに行 ったが、そこ

は険 しいがけにはさまれた峡谷の細 く

なった ところに造 ったダムで 、私 たち

は そのがけ によ じ登 って池に飛 び込 ん

だ。

何 回か行 って、岩やが けや 水深がか

な りわか った とこ ろで、2、3人 が 愚

か な胆 だめ しをや り出 し鳶。 ひ とりが

いつ も飛 び込 ん でい る場所 まで登 って、

そ こで大 声で叫 んだ。 「お一い 、 もっ

と高 い所 か らダイ ビン グしてみせ るか

らな!」

「よご し
、や れえ!」

彼 は水 面か ら15メ ー トル もあ るダム

のて っぺ ん まで登 った。 そ して孤 を描

いて池 に飛び込む と、私 たちは羊の群

れの よ うに岩に はい上が り、次々に ダ

ムに飛 び込 んだ。

ところが、私の友 だ ちが それに あき

た りず 、 「よ一 し、おれ は もっと高 い

所 か らだ!」 と叫 んだ。 そ してわ きの

が け を18メ ー トルほ ど登 った。私は 自

分 だけ取 り残 され るのが いや で、一緒

にな ってがけ をはい上が った。みん な

は、私が 彼 とせ りあ うつ もりだ という

こ とを知 って いた。友だ ちは ぐっとお

それ をのみ込ん で、震 えるひ ざか ら背

す じを思 い きってそ らし、18メ ー トル

空 中 を飛 んで水 に消 えた。私 は勇気 を

ふ るって、ダ イビン グした。 その とき

までに ほかのみ んなは下に降 りてい た

が 、 あの友 だ ちだけは違 った。20メ ー

トル くらいの所 まで登 って 、 またダ イ

ビ ングの準備 を した。私は下か らまと

もに見 てい られ なか った。彼 は笑い出

して、肩 を さす り目をこす りなが ら言

った。 「お一い 、メ リル、お まえで き

るか?」

「もちろんだ
。 おれだ ってや るぞ!ゴ

岸 のみ んなが、「もちろん、や る さ!」

と口々 に言った。

それ で、私 は岸 に上 が って岩 に よじ

登 った。私 はせ いぜ い も う1回 の勇気

しかな いこ とを自分 で承知 していた。

もし私が20メ ー トルの ところか ら飛 び

込 めば 、彼 は もっ と高い ところに登 る

こ とが わか ってい たので、私 は一番 て

っぺ ん まで登 ろう と考 えた。

24メ ー トル もあるがけの てっぺ ん ま

で よじ登 って まわ りを見わ た し、下 を

見 お ろす と、絶壁が水 面か らその高 さ

まで き りたって続 いていた。難 関はふ

たつ 、24メ ー トル を飛 ぶ こ とと、水 底

の岩 にぶ ちあた ちない よ うに岩 の間 を

ね らうこ と。 みんなが 、 「こわ いん だ
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人生を決めたのではなく、世が私 に決

定 を下 したのだ。

正 しい声 に聞 き従 う

ろ っ、こわ いん だ ろっ」 とはや したて

て いた。

私 は独 りぼ っちで そこに立 ち、みん

なはは るか下 で待 ちか まえて いた。私

はただ こわか った。真剣 だ ったが 、そ

れは した い と思 った り正 しい と思 って

決 めた こ とではなか った。今 は名 前 も

忘 れた6人 位 の仲 間 たちが 「や一 い、

弱 虫、で きるのか?」 とはや したて た

か ちだ った。

下の岩 を越 えて飛 び込む ため に助 走

が必要だ と考 えた私 は、後 ろに下 が り、

がけのふ ちめ がけ て懸命に走 った。用

心 して岩 の端 につ けてお いた印が見つ

か ったので、 そこか ら宙に身 を躍 らせ

た。落下 の途 中 で、親 や教師 た ちか ら、

悪 くす る と身 を滅 ぼす こ ともあ るか ら

決定 は慎重 に しなさい と教 え られて い

た こ とが まざまざ と思い 出された。

体が水 を打 った とき、私 はて っき り

コン クリー トだ と思 った。24メ ー トル

の高 さか ら飛び降 りるのが どれほ どの

こ とか知 らないが、私の頭 は結局水 に

突 っ込 んだの だか ら自分 は幸せ な 男だ

った。

制御 す るのはだれか

しかし、私はなぜ飛び込んだのだろ

うか。私は逆 らえない病態に追い込 ま

れた。しない方がいいとわかっていて

その気持がないことに、仲間たちに期

待 されて圧力を受けた。そして私はそ

の圧力に負けた。世 にあって生 きてい

た私が、そのとき自分を制御できずに

世のもの となったのだ。自分が 自分の

決定 とは そんな ものだ。 自分 で下す

こ ともあれ ば まわ りの人が下す こ とも

あ る。 また、窃定す る ときにはい ろ ・

うな士 が に入 って くる 友 だ ち、両

親 、教 師 そのほか 争ちはあ る声 に

耳 傾 け なければ な らな い あ る士

は りぞけなければならない。鍵 ご

良 い助 言 で1ナ いか らだ。世 にあ りな

が ら世 の ものに な らな い とい うチ ャ レ

ン ジを前 に した とき、 自分 の人生 は 自　
玉がこ るのだ とい うこ は っ きり

覚 えていてほ しい。もし自分の決定 をへ
世 に まかせ た ら、 自分 は世 の もの にな

って 、逃 れ る道が な くなる こ とを覚悟

しな さい。

5つ の大切 な決断

5つ の大切 な決断を上手にすれば人

生はまず安心だと思 う。君の人生の重

要 な決断、天父が気にかけてお られる

君の決断は、実はそんなに多くはない。

あつか ましくも言うのだが、5つ か6へ
つ の決 断 を上手 にすれ は 君 に

りナ ・》世 の ものに な らない でい ら

一 。
君 は大切だ

まず、一 と心に決め

ることだ。まだその決断をしていない

人が大勢いる。大勢の人が恐れや疑惑

を抱いている。君は自分に対 して不安

や恐れを持ちながら自分の姿 を求めて

悩み、人か ら受け入れられることを願

っている。そういうことがよ くない決

定の背景になることがある。だから、

自分は大切なのだ と決断 しなさい。 自

分 を尊重できれば、24メ ー トルのがけ

か ら飛び降 りるようなことは決してし

ないだろう。むこうみ'ナ け り自
玉が もっ と大切 なこ とが わか るに違 い

ない。ヘ
サタンのひ とつの大きな武器は、お

まえはつ まらない人間だ とささや くこ

とだ。め ざす標的は、君が 自分自身に

対 して持つ イメー ジ。 自分はつまらな

い人間だと信 じ込 ませ ることができた
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ら 、 サ タンの仕 事 は半分す んだ も同然

だ。だか ら、私 たちの天 父が人の値 は

大 いな る ものだ と言 って お られ るこ と

をいつ も忘 れて はな らない。君 は大 レ)

な る者だ。君 た ち一 人一 人がその 人な

りに。 自分 に良 い メー ジ 、ちな

い。進歩 しよう と励 まして くれ る い

イ メー ジ を持 ちナ い。 太 り過 ぎな ら

もっ とやせ た 自分 をイメー ジに描 き、

怠 け者だ った ら もっ と働 き者の 自分 を

心 に描 き、山 とあ る問題 の どれか を持

って いたな ら、そんな 自分 をその まま

あ きらめ てはだめ だ。 こ うな りたい と

思 う自分 の姿 をイ メー ジ として描 き出

しな さい。 その よ うに してその イ メー

ジ を常 に追 求 してい った ら、 いつ か イ

メー ジ通 りの 人になれ る。

決断 は一度 だけすればいい

一
と山う決心だ。これは一番力になる決

断だ。君はその決断を一度だけすれば
い い 。

いちい ち苦 しみ なが ら26，645回 の 決

心 を しないです むな らその方が よい と

君 も属 うだろ う。 一

す こぶ る簡単 だ。 たった一度 で全部

の決 断 をま とめて して しま う決心 を し

な さい。例 をあげてみ よう。知 恵の 言

葉 だ。君は もう知 恵 の言葉 を守 る と決

意 してい るだろ うか。 それ とも、だ れ

か に タバ コをす すめ られ るたびに決 断

してい るの だろ うか 。酒 を出 され るた

び に決 心 してい るのか 。 それ ともも う.

決 意 して しまったの か。一度決 心す れ

ば26，645回 の 決心 を しな くてすむ のだ。

26，645回 とい うの は君 を17歳 と仮定 し、

90歳 まで生 きる勘 定 で、毎 日1回 知 恵

の 言葉 を守 るか ど うかの決 断 をす る と

しては じき出 した数 だ。実 に愚か なこ

とでは ないか。今す ぐに決 断 しなさい。

道徳 につ いて、知 恵の言葉 につ いて、

神殿結婚や伝道やそのほか馳 切

な原則全部について、 ， 会鯉 準
{る こ こついて妥協はしないと

、
Aぐ に。 意 しなさい

。

私 はず っ と昔 に知 心の言葉 につ いて

決 心 した。その大 きな決心 をす る前 は、

す さん だ りへ こたれた りす るたびにそ

れ こそ何 回 も決心 し、正 しい決心 がで

きな いこ ともあった。 それでや っ と、

「これ はばか ら しい
。今か ら自分 は知

9



フ

`ン

恵の 言葉 を守 るんだ」 と決意 し、 それ

か らは妥協す るこ とが全 くな くな った。

「ザ ・グレー ト ・ア メ リカ ン ・カウ

ボー イ」の プ レ ミアム シ ョー には千 人

くらいの招待 者が あったが 、教会 員は

ほ んのわずか だ った。当然 の こ ととし

て 、 「報道 関係 者 には何 を出 しま しょ

うか 。劇場 の ロビー にバー を作 って接

待 して、 ご きげん を取 らな くちゃだめ

です よ。 カ クテル の用意が ち ゃん とし

て あ りますか ら」 とい う声 が上が った。

私 はそれ に こう返事 した。 「私が主 催

す るプ レ ミアム シ ョー には、 カ クテル

は い っさい出 しませ んdそ の ときの

試 写会 は私 の主催 だ ったので、 「もち

ろん、 カ クテル な しです」 と言 った。

私 はす でに その決断 を して あった。

あれ これ 言 う余地 は なか った。何年 も

前 に その決心 は して いたか ら。

プ レ ミアム シ ョーの夜 は深 ま り、 人

々が来 ては 中に吸い込 まれて行 った。

妻 と私 は場 内に入 り、時間が過 ぎて も、

人 々が帰 ろ うとしないの を知 って 、胸

を躍 らせ 、喜 んだ 。私 た ちはロ ビー に

出て、が らん としたロ ビー で物思 いに

ふ けった。 ロ ビー にすわ ってい る とき

に 、玄関 を入 って きた人物 はだれ だ と

思 う?マ リオ ン ・D・ ハ ンクス長 老

だ った。 彼が どこか ら来 たのか 、招 待

されて いたのか どうか さえ知 らなか っ

たが、現 にマ リオ ン ・D・ ハ ン クス長

老 が劇場 にや って来 た。 もし もマ リオ

ン ・D・ ハ ンクス長老が 歩 いて くる途

中に カ クテル グラスの並 ん だバ ーが作

って あ っ た ら 、が けか ら飛 び込 ん で

岩 に ぶ つ か っ た ほ どの衝 撃 だ っただ

ろ う。

そ うなんだ。妥協 して はいけ ない。

今 君が しなけれ ばな らないの は、た っ

た一 度 で決 断 を下す こ とだ。

幾 つかの 目標

ほかに早 く決めなければならない決

心が3つある。一
に 、伝 道に 出よ う と決心 しなさい。 自

分は例外だ と思 ってはいけない。キン

ボール大管長は、特別な事情のある人

を除いて、教会の青年は全員伝道に出

るべ きだ と言われた。少女たちは、伝

道に出ようとい う少年たちの足を引張

るようなことは しないように、予言者

か ら教えられている1彼 らを励まし、

支えてあげなさい。

4番 目の決断は、神殿で結婚 しよう　
一 ・ほかに道は
ない。選択の余地はない。今決心 しな

さい。

君が今週 中に決心 しなければならな

い5つ の基本的なことの最後は何だろ

う・一 たくさ
んの疑問が出て くる年代 を君 も通るだ

ろ う。 こんなことが と、わけのわか ら

ない出来事 にぶつかるときだってある

だろう。疑問や恐れや心配だって出て

くるに違 いない。だが、教会の活動 を

おろそかにしてはだめだ。 どんなとき

に どんなことを考えても、教会には活

発でいなさい。 どんな圧力がかかって

も、教会へは休 まないで出席しなさい。

い ざ決断 した ら続 けること

さあ、御 両親 の ところへ 行 って こ う

言 いな さい。 「お父 さん、お母 さん 、

ぼ くは 人生 の5つ の決心 をした よ。 そ

して それ を守 るこ とを天 のお 父様 と誓

ったけ ど、お 父 さん とお母 さんに も約

束 します 。

まず 第一 に 、 自分が どん なに大切 か

って い うこ とが は っ き りわか った んだ。

ぼ くは神 様の子 な んだ。だか らそれに

ふ さわ しい生 活 をす るって決心 したの。

それか らね 。ぼ くは妥協 しな い。 決

心 しな くちゃな らない ときは、 『これ

は妥協 か ど うか』 と考 えるだけ。 もし

妥協 だ った ら、 それは しない。

そ して 、伝 道に 出る こ と。(もし少女

だ った ら)伝 道 に出た人 と結婚 します。

次 は神殿 で結婚 す るこ と。

そ して最 後は 、 どん な気持 の ときで

も、 どんなに夢 中に なって る人が いて

も、出 るべ き集会 は必ず 出 ます司

そ うした ら君 の御両親 は、 も うほか

の決 断 を君 に望 まな い と保 証す る。な 『

ぜ か とい えば.君 が それ らの こ とをす

れ ば必ず天父 のみ たま を受 け て、世 に

あ りなが ら世 の もの にな らない とい う

とてつ もないチ ャレン ジを立 派にこな

せ る と、私 には よ くわか っているか ら

だ 。

5つ の決 断に従 って生 きるのは容易

な ことではない。飛 びお りて しまえば

お しまいの24メ ー トルの ダイ ビング と

は違 って、私 が今述べ た決 断はそれ で

終 りとい うもの ではな い。それはがけ

の ジャンプ とは違 って 、ゆ も

繰 り返 し試 され るこfう ∫ ・ら

継続することが必要 なのだ。決

それ を続1ナ さい。 あ くまて 頑張 り

専
覚悟 を決めて

「ザ ・グレー ト ・ア メ リカン ・カウ

ボー イ」 とい うフィルム を撮 ろ うと決

め た とき、私 は暖か くて快適 な事務 所

にす わ って いて 、 「ロデ オのカウボー

イ を撮 るぞ」 とつ ぶや い た。 そ して そ

れ か らす ぐに、私 は牧場の柵 に腰かけ

ていたの だ った。 目標は もう白 くきれ

いで美 しいな ど とい った ものでは なか

った。柵 の中 を歩 くだけ で靴 は どろん

こ。 目標 を立 てた ときか らそ こにだ き

つ くまでの贋 で、い 人生の土

俵 の泥 に まみ るだ ろ う。その ときこ　
そ ミ、'っ と ふ ん る と き だ 。 目標 を　
て変敏 ・。 「足が汚れるから
この 目標 は よ くな い」 と言 ってはだめ

だ。 「この 目標 は僕 の力 じゃ無理 なの

か もしれ ない」 と言 ってはだめ だ。「一へ
生懸命やってきた。頑張って努力して

一L(・
教会 には前 よ りよ く出 して、 よ く祈

って、福 音 の 目1に従 って きたん ご」

と言 うの だ。根強 く頑 張 りな さい。～うす れば 目標 に到達 で き イ メー こ"

に 描 い た通 りに なって いる 自分 に気が

(劇 ・
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「健康 に気をつけよう、

1976年 健康展」

「モルモンがこんなに健康に気をつ

ける人たちだったなんて知 りませんで

したよ，」
「どこに行けばモルモン経が買えま

すか司
「お尋ね したいんですが。どうした

らこの教会にはいれますかd

フィリピンの教会の医療宣教師たち

が企画 した「健康に気 をつけよう、1976

年健康展」にやって来た人々は口々に

こう言ρた。初めの2日 間に、フィリ

ピン・マニラ伝道部には訪問者から800

以上の照会があった。しか しこれはほ

んの始 まりに過 ぎなかった。ルソン島

全土 を巡る間の訪問者は100万 人を優

に越すと見積 もられている。

「健康展」は、11人 の若い医療宣教

師が、どうしたら大勢の大衆に知って

もらえるだろうかと考えた末の企画で

あった。政府関係者や保健所がその企

画 を知って後援 し、20を 越える関係機

関が情報や人貝を提供 して くれた。

政府の関係者が特に熱心で、例 を取

れば、リサール州のユーロジオ ・ロ ド

リゲ欠知事は、企画 を知 って職員の中

から特別スタッフを構成し、健康展の

予告にあたらせた。 また州職員に、家

族 ともども健康展に参加するように と

通告 を出した。

教育省長官のジュアン ・マヌアル氏

は、授業時間中に全校生徒を訪問させ

るようにという旨を学校 に通知 した。

市町村長や何百人という役人も、マニ

ラの各地で開かれた 「健康展」を訪れ

た。健康展が開催 される前か ら、幾つ

もの町から開催の招請があったほどで

ある。

マニラのちょうど南にあたるカビト

市では、エ ドアル ド・ド・グスマ ン市

長が全市をあげての 「家族週間」 を提

唱 したが、その目的は知的、肉体的、

精神的な面の家族の健康増進で、呼び

物は 「健康に気をつけよう、1976年 健

康展」であった。

政府関係者に限 らず、報道機関 も好

意的に報 じた。健康展がフィリピン ・

マニラステーキ部センターで開催され

た時は、推定500万 人に報道 されてい

る。初 日には国営テレビ局が30分 の特

別番組 を組んで放映した。番組の中心

は、教会福祉活動部門のジェームズ ・

メーソン、アイザ ック ・ファーガソン

両博士 とのインタビューであった。そ

の中で、メーソン博士は知恵の言葉 と

その起源について語った。

健康展そのものは映画、展示、ボス

P
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ター、壁画、フィルムス トリップ、実

演、あやつ り人形芝居 などを多彩に組

み合わせ た内容で、フィリゼ ン結核予

防協会の移動 レン}ゲ ン車が出張 し、

無料のレン トゲン撮影 と健康相談を行

なった。アジア心臓病センターによる

人工呼吸法の実演 も行なわれた。

健康展の一部はグリー ン ・レボ リュ
ー ションの後援によるが、グリーン ・

レボリューションとはイメルダ ・マル

コスフィリピン大統領夫人主宰の、節

約 と食生活改善をめざして自家菜園を

推進する団体 である。それは当然、キ

ンボール大管長が末 日聖徒に提唱する

家庭菜園の勧め と一致する。グリーン・

レボ リュー ションでは各家庭に植物の

種を売ったが、多くの支部、ワー ド部

で独 自にその福祉計画 を始めている。

清潔と適切な調理 と公衆衛生の大切

さを説 く展示 もあった。全国の児童の

92パ ーセン ト近 くが何 らかの寄生虫に

冒されているが、寄生虫の大半は衛生

習慣によって予防できる。

その他の展示では、母親向けに栄養

失調 と脱水をテーマに、栄養不良かど

りか子供の体重 を測ってみる催 しもあ

った。栄養不足が発見された児童は、

地域の保健所 と扶助協会の教師たちか

ら親に栄養指導が行 なわれている。

地域の保健機関の協力の下で、数千

人にコレラ、チフス、天然痘、結核、

小児マヒの予防接種が行なわれた。結

核その他の伝染病が発見されると、適

当な治療手段が講 じられた。

児童向けの講義 もあ り、映画や漫画

やあやつ り人形で健康や清潔が教 えら

れた。

健康展はマニラステー キ部センター

に次いで、昨年8月 の地域大会の会場、

ア ラネタコロシウムで催 された。大

商店街の中心にある会場で、わずか3

日間に1万5千 人以上の訪問者を集め

た。そして1週 間に、フィリピン ・マ

ニ ラ伝道部には1万2千 枚を越す照会

カー ドが 届 くほどである。

しか しこれはほんの一歩に過 ぎない。

健康展はマニヲか ら別の町をまわ り、

避暑地バギオで3ヵ 月間催された とき

は、サマーカーニバルの呼び物 となっ

た。器材や展示物の枠や箱を引 くトラ

ックは、陸軍の分隊をなすフィリピン

警察隊の好意にま った。

教会員は複雑な展示物や色彩豊かな

壁画や見事 なポスターの作成に何百時

間も奉仕 した。健康展企画協力にあた

ったある人の言葉によれば、 「医療宣

教師、伝道宣教師、地方部やステーキ

部の宣教師、それに指導者が、健康改

善 と福音伝道という大事業に結集しま

したd
「健康 に気 をつけよう

、1976年 健康

展」は大勢の人々の生活にさまざまな

影響 を残 した。これを契機に多数の人

々の健康が増進 し、病気は減 り、寄生

虫による栄養失調児が少なくなり、多

くの家庭が菜園計画 を実行 して栄養改

善 と節約を行な うであろう。

1976年 健康展 を通 じて初めて教会を

知 った人々は多く、現在そのうちの多

数が教会員となる祝福を受け、豊かな

生活を送っている。

☆ ☆
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教会幹部の大改組

発表さる

1.七 十 人最 高評 議貝会 の改組

(新 任会員 は以下の通 り)

フ ランク リン･D･リ チ ャー ス､シ

ェーム ス･E･フ ァ ウス ト､J･ト

ー マス･フ ァイア ンズ
､A･セ オ ト

ア･タ トル､ニ ール･A･マ ノクス

ウェル､マ リオ ン･D･ハ ン クス､

ポ ール･H･タ ン

2.新 た に七十 人最高評議 貝会会 員 と

して召 され た5名 を除 く他 の16名 の

十 二使 徒評議 貝会補助 は､す へ て七

十 人第一定 貝会会 貝 となる。

3.こ れ まで七 十人最高 評議 貝会 会員

の召 しにあった7名 の長老 の うち､

タ トル､ダ ン両長老 を除 く他 の5名

の長老 は､七 十 人第一 定貝会会 貝 と

な る。

4.管 理監督 会第二副監 督の任 に あっ

第146回 半期総大会の初 日､10月1日(金)の 午前の大会で､4名 の新教会

幹部の任命と共に､27名 に及ふ幹部の改組か発表された。これは､88ヵ 国に住

む360万 会員の問で教会プロクラム をよ り円滑に､ま た効果的に運営すること

さらには2万5千 名 を越 える宣教師の管理 と訓練を強化 し､地 元指導者育成の

ための改宗者の増加にカを入れることを目的 とした ものである。 ㌔

改組の骨子は以下の通 りである。(詳 細は次号に掲載 の予定)

た ボー ン･J･フ ェザー ス トー ン長

老 は､そ の職 を解任 されて七 十 人第

一定員 会会員 とな る
。

5.テ ィー ン･L･ラ ー セ ン､ロ イデ

ン･G･テ リ ソク､ロ バ ー ト･E･

ウ ェ ル ズを､新 たに七十 人第一 定貝

会会員 として任 命す る。

6.ア イダ ホ州 出身のJ･リ チ ャー ド

･ク ラー ク を､フ ェサー ス トー ン長

老の後任 として管理監督 会 第二 副監

督 に任 命す る。

以上 の結果､七 十 人第一 定貝会 会員

は､最 高評 議貝会 の7名 も含め､総 勢

39名 とな った。七 十人最 高評議員 会お

よび 第一 定貝会会 貝 で地域 担 当教 会幹

部 お よび伝 道部長 の任 を受 け るのは以

下 の通 りで ある。

地 域担 当:シ ェー ム ス･E･フ ァ ウス

ト､A･セ オ ドア･タ トル(南 米);

J･ト ー マ ス･フ ァ イ ア ン ズ(メ キ シ

コ､中 米),バ ー ナ ー ド･P･プ ロ ソ

ク バ ン ク(イ キ リ ス),ロ バ ー ト･L

･シ ン プ ソ ン(オ ー ス ト ラ リ ア
､ニ ュ

ー ジ ー ラ ン ド)
,ア トニ ー･Y･小 松

(日 本､韓 国);ジ ョ セ ブ･B･ワ ー

ス リ ン､チ ャ ー ル ス･A･テ ィ テ ィ エ

(ヨ ー ロ ソ バ);ジ ョ ン･H･グ ロ ー

バ ー グ(南 太 平 洋);ジ ェ イ コ ブ･テ

ィ エ カ ー(東 南 ア ジ ア).

伝 道 部 長:ロ ー レ ン･C･ダ ン(オ_

ス ト ラ リア);ジ ー ン･R･ク ノ ク

(ウ ル グ ァ イ);ウ ィ リ ア ム･R･ブ ラ

ノ ドフ ォ ー ド(チ リ);ジ ョー ジ･P

･リ ー(ア リ ゾ ナ);M･ラ ソ セ ル･バ

ラ ー ド･ジ ュ ニ ア(カ ナ ダ･ト ロ ン ト)

ホ ー ン･J･フ ェ ザ ー ス トー ン(テ キ サ ス)

いち早く差 し伸べられた
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台風17号 の前ふれ豪雨は9月8日 の夜か ら降 り

続 き､東 海地方では年間降雨量の3分 の1を 記録

しました。中ても岐阜市 を流れ る長良川堤防の決

壊は岐阜南西地区に大 きな被害 をもたらしました。

この災害 を知った北陸地方部よりいち早 くトラ ソ

ク便 て救援物資か送られたのを皮切 りに､三 重､

静岡､中 部の兄弟姉妹か らも続々と物資か送 られ､

被災者は大きな慰め と励 ましを受けました。 また

被災地区にあたる岐阜支部､名 古屋第3支 部の救

援活動は､兄 弟姉妹や長老たちの強い愛の絆のも

とに結束 して行なわれ､こ れまで教会に関心を示

さなかった人々の心を打つに至 りました。被害は

決 して小 さいものではあ りませんて したか､私 た

ちは､こ れを通 して非常に大きな教訓 を得たと確

信 しています。(中 部地方部長 古芝健三)
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☆家族の証

しでも良い宣教師として､本 当の意味で神様の宣教師 とし

1(お誕 してい々ら.､と 民省 レて吟ます息私②よラ､な者か.ら.

お話を聞いて下さ1いまして感謝 しています。何度お礼を申

し上げても､足 りない位です…｣と いう涙でに じんだ手紙

を受け取 り､私 の方 こそ本当に申しわけないこと脅し々､

鵬臨義難濃薦臨 蕩観避 ㌧
ところが､そ の3日 後､宣 教師から｢も う一度会 ってい､

ただけませ んか｣と ヤ･う電話があ ワ…ξLた 。私には､そ の

電話が干からび参田に引き入れ らμ奉車みあ本9)よ うに感

じ取 れ まじた。 ド..'｢へ

約 束 の 日に見 えた最:初か らの宣教 師の ひ と りは､私 たち ､

家 族 のなめに3日 間断食 を して 神 に祈 り続 けだ.との ご とで､.

や せ た頬が噌 層 こけ て見 えま じた。･ ..1'

そ して､彼 らか ら｢名 古屋 の伝道 部長 に相 談 した とこ.ろ､

問 題 を解決 す る方法 が あ りました.。,本当に困っ た ときに は .

支 部長 に相 談 して下 ざい。.変 な 自尊心 は捨 てて､謙 虚 な気

持 で受 け とめて下 さい｣と､､心 か らの 強 い説得が あ.ワ.まし

た。 『 … 』 一凡1'1:･

私 た ちは､教 会か ら援助 を受 け る こ とな､ど:は到底 で きな

い､と 主 張 しま したが ､宣 教 師の誠 意の ある 説明.を よ く理

解 す るこ とがで き ま｣た ⑳ で､そ の 誠 意 に応 え るζ とに決

心 しま した。{. ､､:..1
｢少 しのパ ン種が

､･粉 のか た まq全 体 をふ ぐらませ るこ

と塗知 らな いの均㌔ 新 しい粉 のか た ま りになるたぬ に､古

いパ ン種 を､と り除 きな さい。､あな たが た は､事 実パ ン種 の

な い者 なの だか ら｣と 聖書 に毒 され てお りま1す 。

私は もう40歳 です 。古 いパ ン種 に よって夫 ぎく庵 もらみ

かけ庸 りました･そ のふ･く･らみカけた樽 の勅 ら漬1
､

いパン種 をと･り除 ぎ新 しいパン.の粉に戻すζとは､1神 の業､.

としか思えませ拶で したが､.宣 教師の偉大な力がそれをな

しえたのです1

このように､宣 教師.り暖カレ愛に恵まれて､今 日皆 さん

の兄弟姉妹になるごとができま｢した｢∴.
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それか ら今 日､私 たち家族に とっ･てとても素晴 らい:･祝

福があ慨弍レた転あゑ いは第三9)難 肉が解決でき､たど申し

上 げた方がよいか も知れません。

妻は､事 情があって他の宗教の信者になっておりました

が､布 教員の万に1ヰ＼モルモン教に改宗す ることを全 く話
'し七いな歩写頭のせ1大 層気にしてお りました

。

今 日､た まだま薯 お布教員が家に見えまして｢奥 さんは

ど うか され ま したか｣と 尋 ね られ ました。

私 は､モ ルモ ン教 につ いて宣教師 か らレ ッス ン を受 け た

こ と､モ ル モ ン教 は家庭 を大切 に し､福 音 の律 法 と儀 式 と

を守 るこ とに ホって､永 運 の生 命 を得 るこ とが で きるこ と､

ま た今 日バ プテスマ を受け る ことな どを話 しました。

す みと意外 に も｢家 族の 皆 さんが 洞.じ 宗 教 を信 じるこ.と

は とて も.良い こ どですb厳 しい律 法 ですが､そ れ を守 るこ､･

とが で きれ ば素 晴 らしいこ とだ と思 い ます。 ど う,か頑張 っ

て下 さいゴ と言 って下 さい ました。 この思 いが けない激励

は､･大 きな祝 福 でな ぐて何 で しょう.か。ドF1.

:.私たち は､･･本 当 に 多 ぐの兄弟姉 妹.の力添え に よ りバ プテ

スマ を:受け るこ とがで きだ と心 か ら感謝 してお ります。1

こ れか らは､細 くて長 い道 を多 くの兄弟姉 妹 と共 に ぐ･自､

分 たち だ けの 足 で真直 ぐに進 も.うという 強 い確信 を持つ こ

とがで き ましたこ とをここ.に証 硲 た します 。 ㌧､｢一

ヘ ロ

妻(34畿)の 証;1`㌧ ■

二兄 弟姉妹 の皆 さん
､{.私た ち家族 は､今 とて も幸せ で一杯

です 。吹 勢 の兄弟姉妹 にお集 ま り頂 き､こ の よ う･に素晴 ら

嚇=灘 ∴∴1蹴 誌
師を初め多 ぐの兄弟姉妹ゐ犬きなお力添 え.によって､'こ の

ように生まれ変わ りました6私 は 宣教師 ぎんを初め､'伝

道部長 ぎん､.副 伝道部長さん.､凌 嘱長 さん､一それに兄弟姉

妹 の皆 さんが立派 な方々ばかPで 冷 ケ､こ のことを通しぞ､

モル毛ンの教必が本当に素晴 ら.し偽福音であ り'ます ご.とを

心から証 いだします 。ヨ.､∫.'･一,.1'一

長 男(8'歳)の 証;

,.,･伊 ≦が､な ぜバ プテスマ を受 け たが とい うと､ぼ くのお

父惑.んや､･.お 母 さんや､妹 の陽子 とぼ くの 家族 み んなが.､

い づ ま･でも幸せ･に くらせ る よ うにバ プテスマ を受け ま』した1

凄講 艶 堺 れぞ轡rギ リス1解 鱒.
.永遠の生命毬得 る道 に通 じる門ま で､･∵条の光 とならて

私たち家族 を案内 して下 さった宣教師の上に大 きな祝福が

あ ります ようお祈 りします。r,.'

.最後に､。私たち家族の証 を記す機会 を.与えられましたこ
1とを感謝いた します

。アーメン。
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